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　春の訪れを告げるミズバショウが、阿仁保健センター
近くの湿地で咲き誇り、訪れる人を楽しませました。
　ミズバショウはサトイモ科の多年草で、湿地帯に群生。
葉が変形した白い「仏炎苞（ぶつえんほう）」の中で、や
さしく守られるように、黄色いかわいい花が咲きます。

春の訪れを告げる�
ミズバショウ�
春の訪れを告げる�
ミズバショウ�
～ 阿仁銀山上新町 ～�～ 阿仁銀山上新町 ～�
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新
し
い
市
民
の
代
表
26
人
決
ま
る�

米 澤 　 一 �
綴子字糠沢�

佐 藤 光 子 �
根田字家ノ下�

長 崎 克 彦 �
坊沢字善千鳥坂�

松 橋 　 隆 �
阿仁幸屋渡字沢越�

武 田 浩 人 �
鷹巣字下家下�

板 垣 　 淳 �
米内沢字黒沢�

堀 部 　 壽 �
七日市字葛黒�

関 口 正 則 �
阿仁前田字神成�

佐 藤 吉 次 郎 �
川井字鳥屋沢�

小 塚 光 子 �
伊　勢　町�

三 浦 一 英 �
三木田字三木田�

　
任
期
満
了（
3
月
31
日
）に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
が
３
月
21
日
に
告
示
さ
れ
、

定
数
26
人
に
対
し
て
31
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。３
月
28
日
に
投
票
が
行
わ
れ
即
日

開
票
の
結
果
、現
職
16
人
、元
職
2
人
、新
人
8
人
の
、26
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
新
し
く
選
ば
れ
た
26
人
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。
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32

49

62

59

68

50

68

69

66

59

63

開
票
結
果

　氏　名

佐藤　光子　

武田　浩人

関口　正則　

三浦　一英　

長崎　克彦　

板垣　 淳

佐藤吉次郎

米澤　 一

松橋　 隆

堀部 　壽

小塚　光子　

党派

無・新

公・新

無・新

無・新

無・現

共・現

無・現

無・現

無・現

無・新

無・現

得票数

1,325.568

1,208

1,135　

1,105 　　

1,016

1,012 　　

1,000.595   

　933 　　

　900 

　894

　864.531

年齢
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福 岡 由 巳 �
川井字松石殿�

松 田 光 朗 �
米内沢字ヲツコ沢�

庄 司 憲 三 郎 �
阿仁前田字下川端�

小 笠 原 　 寿 �
鷹巣字北中家下�

黒 澤 芳 彦 �
米内沢字黒沢�

山 田 博 康 �
阿仁根子字根子又�

吉 田 仁 吉 郎 �
阿仁吉田字町頭�

久 留 嶋 範 子 �
七日市字中道岱�

中 嶋 力 蔵 �
脇神字前谷地�

大 森 光 信 �
鷹巣字愛宕下�

佐 藤 重 光 �
坊沢字水上沢�

佐 藤 文 信 �
脇神字脇神囲ノ内�

中 嶋 洋 子 �
脇神字川口塚ノ岱�

松 尾 秀 一 �
栄 字 悪 戸 �

金 田 　 司 �
根 田 字 西 �

当

当�

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

次

�

黒澤　芳彦

大森　光信　

金田　 司

小笠原　寿

中嶋　力蔵　

松尾　秀一　

福岡　由巳�

山田　博康

佐藤　重光　

庄司憲三郎　

吉田仁吉郎

佐藤　文信　

松田　光朗　

久留嶋範子　

中嶋　洋子　

吉田　嘉隆

三上　一清�

57

40

59

47

63

64

68�

60

67

71

68

58

71

58

65

66

61

無・現

無・新

無・現

無・新

無・現

無・現

共・現�

無・元

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

共・新

無・元

無・現

無・新

　854

　846

　844

　820 　　

　804.415 

　801

　775 　　

　743

　736.173 �

　718 

　714.919

　709.130

　689

　687

　608.584

　593.080

　566

投 票 者 数 �

投 票 総 数

有 効 投 票

無 効 投 票

持 ち 帰 り

不 受 理

２５，５７９人

２５，５７７票

２５，３２５票

２５２票

０票

２票

当日の有権者数　31,799人
投　　票　　率　80.44％（男79.65％、女81.13％）

高宮　光雄

武藤　忠孝

成田　喜好

58

69

59

無・新

無・現

無・新

　560

　465

　397

鷹巣体育館で行なわれた開票作業状況
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入園前(１歳～）の子供とママ（保護者）が集まり、親子で体操、
絵本の読み聞かせなどで一緒に遊びます。（無料）�
開催日　４月～３月�
　　　　毎月第２月曜日　10：00～11：30�
講　師　石郷岡順子さん・村上美保子さん・浅野厚子さん�
対　象　親子　　定　員　３０組�

公民館講座で趣味や学習を深めてみませんか

　公民館では、市民のみなさんが望んでいる学習や趣味を深めるお手伝いとして、次のとおり講
座を開設します。たくさんの方々のお申し込みをお待ちしております。�

◆申込方法�

◆募集期間�

①希望講座②氏名③住所④電話番号を各公民館までお知らせ下さい。申込み多数の場合は抽選となります。�
（ただし、申込み期間内に定員に満たない場合は随時受付し、定員になり次第締め切ります）�
抽選結果や詳細等については、後日申込者へ連絡します。材料代等は自己負担となります。�
お問合せ・申込みは各公民館へ。�

５月６日（木）午前９時から　５月１４日（金）午後５時まで

中央公民館（TE L：6 2－1 1 3 0　FA X：6 2－1 6 6 9）

◇公民館では様々な公開講座（短期間講座）も予定しています。詳細が決まりましたら�

　広報等でお知らせいたします。また、ご要望などありましたらお気軽にお寄せください。�

��

母と子のわくわく広場�
「手織り」をはじめてみませんか。全く織り機にふれた
ことのない方でも大丈夫です。（要材料代）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第２水曜日　10:00～15:00�
講　師　小川　とも子さん�
定　員　１５人�

手織り講座�

手品やかくし芸等にチャレンジしてみませんか。�
（要材料代）�
開催日　６月～２月　�
　　　　毎月第１･３月曜日　18：30～20：30�
講　師　内容により替わります�
定　員　１５人�

チャレンジ講座�
� 毎日の食卓にたまには、手作りパン･ケーキ等一品加え

てはいかがですか。（要材料代）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第１水曜日　 9:30～13:00�
講　師　五代儀　則子さん�
定　員　２０人�

パン･ケーキ作り講座�
�

忘れかけた侘び・寂びの世界、無形文化財(能）に触れて
みませんか。（無料）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第１・３金曜日　8：30～16：00�
講　師　村上　良治さん�
定　員　１５人�

謡曲・仕舞講座「観世流」�
� 日々健康に過ごすため、正しいウォーキングのしかた

を学んでみませんか。(無料）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第１火曜日　10：00～12：30�
講　師　市体育指導員�
定　員　１５人�

健康ウォーク�

いろいろな講話を参考に、新しいライフスタイル発見
してみませんか。（無料）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第２木曜日　13：30～15：00�
講　師　毎月替わります（未定）�
定　員　３０人�

グッドライフ講座�
初心者対象､被写体のとらえ方と構図の決め方を学ん
でみませんか。（要材料代）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第２木曜日　18：30～20：30�
講　師　藤島　源さん�
定　員　１５人�

デジカメ講座�

平成22年度 北秋田市公民館定期講座 受講生�
募集�

座�座�講�講� 中央公民館
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館�館�
気軽に日本文化(抹茶）に触れてみませんか。（要材料代）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第１･３水曜日　18：30～20：30�
講　師　児玉　サツ子さん�
定　員　１５人�

茶道講座�
生活の中に舞踊等はいかがですか。（無料）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第１･３火曜日　19：00～20：30�
講　師　佐藤　チヤさん�
定　員　１５人�

舞踊講座�

家庭で眠っている古着･布等を再利用して小物を作り
ます。（要材料代）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第１･２火曜日　13:30～16:00�
講　師　菊地　洋子さん�
定　員　１５人�

リメーク手作り小物講座�

合川公民館（合川農村環境改善センター　TEL：78－2114　FAX：78－2106）

エコ・食育を含む。身近な食材を使って美味しい家庭料理を
作りませんか。　男性も大歓迎です！　（要材料代）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第３水曜日　10：00～13：00�
講　師　田村　弘子さん�
定　員　１５人�

おいしい家庭料理講座�
ベスト・カーディガン・バック・編みぐるみなどかぎ針を使っ
て季節に合った作品を編みます。（要材料代）�
開催日　６月～２月　�
　　　　毎月第１火曜日　10:00～15:00�
講　師　吉田　優子さん�
定　員　１５人�

かぎ針編み講座�

ミニ手まり・織物・草木染め・クリスマスリースなど色々な物
づくりを体験します。（２ヶ月毎に体験内容が変わります。）�
開催日　６月～２月　（要材料代）�
　　　　毎月第１水曜日　10：00～15：30�
講　師　手まりの会　片山　幸子さん　他�
定　員　１５人�

手作り工房�

森吉公民館（森吉コミュニティセンター　TEL：72－3259　FAX：72－3374）

腹式と胸式の二つの呼吸法で得られる運動効果と、年齢に関
係なく楽しみながら手軽にできる軽運動です。（要用具代）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第１金曜日　13：30～15：00�
講　師　奈良　生八さん�
定　員　２０人�

健康力ＵＰ！「スポーツ吹矢」�
自然を散策しながら、名所や文化に触れます。ウォーキング
しながら、リフレッシュしませんか。�
開催日　６月～１０月�
　　　　毎月第２水曜日　9：00～16:00�
講　師　講師多数　（コースにより時間変更あり）　�
定　員　２０人�

楽しい自然散策�

いろいろな講話を聴いたり、屋外での体験などで、人生
をエンジョイしませんか。第１回目は�
『山菜の栄養価等について』（体験時有料）�
開催日　６月～１２月�
　　　　毎月第２木曜日　13：30～15：30�
講　師　未定　　定　員　２０人�

エンジョイライフ講座�

合川地区を中心として地域の魅力を探る。その他、近隣地区
を訪ねる（要施設拝観料・保険料等）�
開催日　６月～１１月�
　　　　毎月第３金曜日　9：30～12：00�
講　師　合川地方史研究会　他�
定　員　１５人�

探訪－地域の魅力散策�
眠っている洋服などを、捨てる前にもう一度再利用し、服や
小物などを作ります。（要材料代）�
開催日　６月～１０月�
　　　　毎月第４火曜日　13：30～16：00�
講　師　木村　久子さん�
定　員　１５人�

かんたんリメイク講座�

公�公� 民�民�中央公民館・合川公民館・森吉公民館
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阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　TEL：82－2220　FAX：82－2221）

森吉公民館（森吉コミュニティセンター　TEL：72－3259　FAX：72－3374）

講�講� 座�座� 森吉公民館・阿仁公民館���

講話を聴いて、人生をさわやかに過ごしてみませんか。�
開催日　６月～２月　毎月第４水曜日　�
　　　　13：30～15：00（室内講座）�
　　　　９:00～16：00（移動講座）　　　　�
講　師　多数�
定　員　３０人　�

特殊加工した植物を、素敵にアレンジします。長期間綺麗な
まま保存できます。（要材料代）�
開催日　６月～７月 毎月第２・４火曜日 �
　　　　８月～12月 毎月第２火曜日 10：00～12：00�
講　師　花工房ＤＥＰＯＴ 北林　玲子さん�
定　員　１０人�

プリザーブドフラワー教室�

音楽と楽しくふれあいながら心と体を育てるリトミッ
ク。親子で楽しみませんか。　（無料）�
開催日　６月～１０月�
　　　　毎月第４月曜日　10：00～11：00�
講　師　杉渕　路子さん�
定　員　１５組　（２歳位～修学前の子供）　�

♪ リトミックであそぼ ♪�

美しい字は一生の宝物です。まずは自分の住所名前か
ら始めてみませんか。（無料）�
開催日　６月～２月�
　　　　毎月第１木曜日　10：00～11：30�
講　師　河井千代子さん �
定　員　１５人�

ボールペン字講座�

地球環境にやさしい、ＥＭ石けん作りやエコクッキング・エ
コバック作りなど、楽しく出来るエコ活動を発信します。�
（要材料代）�
開催日　６・７・９・１０月　�
　　　　毎月第１火曜日　10：00～12：00�
講　師　多数　　定　員　２０人　�

楽しくエコロジー教室�

初心者向け！自分だけのオリジナル作品を作ってオシャレ
を楽しんでみませんか。（要材料代）�
開催日　６月～１０月�
　　　　第３木曜日　10：00～12：00�
講　師　高橋　美喜子さん�
定　員　１０人�

ビーズアクセサリー講座�
初心者向け！小さいお琴で、簡単に演奏することができます。
老若男女を問いません。（要琴の爪代）�
開催日　６月～１０月　�
　　　　第２・４水曜日　13：30～15：00�
講　師　柴田 祐子さん�
定　員　１０人�

文化琴講座（ミニ琴）�

ペンの持ち方から手紙の書き方の基礎を学びます。筆ペンで
親しい方に一筆啓上いかがですか。（要教材代）�
開催日　６月～１０月�
　　　　第２火曜日　10：00～12：00�
講　師　河井　千代子さん�
定　員　１５人�

筆ペン講座�
身近にある材料を利用して、作品作りとエコについて
学びます。（要材料代）�
開催日　６月～１０月�
　　　　随時お知らせします　10：00～12：00�
講　師　毎回講師が替わります�
定　員　２０人�

エコ講座�

童謡から歌謡曲まで心に残る歌などを仲間と共に唄っ
てみませんか。（無料）�
開催日　６月～１０月　�
　　　　第１・３水曜日　10：00～11：30�
講　師　金　新佐久さん�
定　員　多数�

シンガーソング講座in阿仁�

�

いきいきセミナー�

誰でも簡単に出来る軽スポーツを気軽に楽しみましょう。�
初心者大歓迎です。�
開催日　６月～２月　毎月第３水曜日　10：00～12：00�
講　師　多数 �
定　員　２０人　　会　場　森吉総合スポーツセンター　�

  はつらつ軽運動教室�
（スポーツ振興課共催講座)�
�

初心者大歓迎です。フラダンスを体験してみませんか！動作
のひとつひとつに意味があることに感動します。（無料）�
開催日　６月～１０月�
　　　　第１木曜日　13：30～15：00�
講　師　白石　美樹子さん�
定　員　１５人�

はじめての【フラダンス】�
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鷹巣地区公民館定期講座　

公�公� 民�民� 館�館�

自然を満喫しながら、史跡・名勝地を散策して阿仁の良
さを再発見してみませんか。（保険料等）�
開催日　６月・８月・１０月　�
　　　　随時お知らせします�
講　師　戸嶋　喬さん�
定　員　２０人�

歴史、自然のんびり探勝�

今話題の米粉料理に挑戦してみませんか！メニューはおま
かせです。（要材料代）�
開催日　６・７・９・１０月�
      　　第２木曜日　10：00～13：00�
講　師　斉藤　イヨ子さん�
定　員　８人�

米粉クッキング（初心者）�

米粉料理の腕を上げ、米粉の食文化を地域の仲間にも
広めてみませんか。（要材料代）�
開催日　６・７・９・１０月�
      　　第４木曜日　10：00～13：00�
講　師　詳細は随時通知します�
定　員　８人�

米粉クッキング（上級）�

※地区の方はもちろん、ほか地区の方も受講できます

◆七座八起（しちてんはっき）講座�
楽しく多方面の趣味・教養を高める�
開催日　５月～１月�
      　　毎月第２木曜日　13：30～15：30�
講　師　毎回替わります�
定　員　１５人�

◆健康体操�
音楽に合わせて楽しく身体を動かしましょう�
開催日　６月～２月�
      　　毎月第３木曜日　19：00～21：00�
講　師　桜井　京子さん�
定　員　１５人�
◆「ハラウフラ・ハク・レイ」フラダンス講座�
南国の音楽に合わせてフラダンスを踊ってみませんか�
開催日　６月～２月�
      　　毎月第１火曜日　19：00～21：00�
講　師　若松　千恵さん�
定　員　１５人�

◆地元の行事に学ぶ�
地域の伝統行事を見直してみませんか�
開催日　９月～２月�
      　　毎月第２金曜日　14：00～16：00�
　　　　毎月第４火曜日　19：00～21：00�
講　師　地元の達人�

◆リフレッシュダンス講座�
楽しく踊って気分爽快�
開催日　６月～２月�
      　　毎月第２火曜日　19：00～21：00�
講　師　桜井　京子さん�
定　員　１５人（無料）�

◆カラオケ講座（エンターテイメント講座)�
開催日　６月～２月�
      　　毎月第３土曜日　①13：30～16：00�
　　　　　　　　　　　　②18：30～21：00�
講　師　沢口公民館長�
定　員　２０人�
◆民謡講座（エンターテイメント講座)�
開催日　６月～２月�
      　　毎月第３金曜日　19：00～21：00�
講　師　佐藤　実さん�
定　員　１０人�

◆　歌やリズムを楽しもう�
声を出したり、身体を動かして仲間づくりや健康づくりをしましょう。�
開催日　６月～２月�
      　　毎月第４火曜日　10：00～11：30�
講　師　金　新佐久さん�
定　員　２０人�
◆身近な花をいける会�
家のまわりにある花を生けて楽しむ�
開催日　６月～２月�
      　　毎月第２・４木曜日　9：30～11：00�
講　師　児玉　サツ子さん�
定　員　１５人（要材料代）�

生きがいを持って充実した人生を！！�

大勢の仲間とリズムに合わせて楽しみながら運動しましょう。
（無料）�
開催日　６月～１０月�
　　　　第３金曜日　10：00～12：00�
講　師　高杉　春枝さん�
定　員　２０人�

楽しくレクダンス�

阿仁公民館・鷹巣地区公民館

生涯学習は、自己の充実、向上を目指すもの�

七座公民館（67-2529）

沢口公民館（62-4829）

栄公民館（62-0744）

七日市公民館（66-2001）

綴子公民館（62-1472）

坊沢公民館（62-4729）
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平
成
22
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
４
月

１
日
、市
役
所
本
庁
舎
で
は
、職
員
の
異
動

に
伴
う
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

津
谷
市
長
が
幹
部
職
員
ら
を
前
に
年
度
初

め
の
訓
示
を
行
な
い
、職
員
に
積
極
的
な

取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。�

　
辞
令
交
付
式
で
は
、異
動
に
な
っ
た
主

幹
以
上
の
職
員
と
新
規
採
用
職
員
ら
約
50

人
が
出
席
。津
谷
市
長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
辞

令
を
交
付
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
、新
規
採
用
職
員
を
代
表
し
て

武
藤
晋
さ
ん
が「
公
務
を
民
主
的
か
つ
能

率
的
に
運
営
す
べ
き
責
務
を
自
覚
し
、住

民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
誠
実
か
つ
公
正

に
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。�

　
津
谷
市
長
の
訓
示
で
は
、は
じ
め
に「
就

任
か
ら
１
年
、合
併
か
ら
は
５
年
が
経
過
。

懸
案
事
項
も
一
歩
ず
つ
進
み
、今
日
は
市

民
病
院
が
開
院
と
な
っ
た
。市
の
課
題
は

山
積
し
て
い
る
が
、阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
、内

陸
線
な
ど
解
決
に
向
け
た
動
き
も
あ
る
。

し
か
し
、諸
課
題
の
根
っ
こ
に
な
っ
て
い

る
の
は
財
政
事
情
。就
任
以
来
行
革
と
財

政
健
全
化
を
施
政
方
針
に
掲
げ
職
員
の
意

識
改
革
を
促
し
て
き
た
が
ま
だ
道
半
ば
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、「
行
革
が
進
み
限
ら
れ
た
職
員
で

増
え
る
事
業
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し

て
ゆ
く
た
め
に
一
層
の
知
恵
と
汗
が
求
め

ら
れ
る
。職
務
に
あ
た
っ
て
は
、特
定
の
職

員
だ
け
が
忙
し
い
と
い
う
状
況
は
上
司
の

責
任
が
問
わ
れ
る
。チ
ー
ム
と
し
て
職
務

分
担
が
適
切
か
ど
う
か
互
い
に
協
力
し
連

携
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
職

務
を
遂
行
す
る
上
で
自
覚
と
気
配
り
を
求

め
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、「
22
年
度
は
、ま
い
た
種
か
ら

芽
が
出
せ
る
よ
う
前
向
き
に
取
り
組
む
年

に
し
た
い
。そ
の
た
め
に
は
や
る
気
と
元

気
が
必
要
。初
心
に
戻
り
市
と
市
民
の
た

め
に
存
分
に
力
を
発
揮
し
て
職
務
に
あ
た
っ

て
ほ
し
い
」と
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。�

▲山積する諸課題の解決に向けて一層の知恵
　と汗を求めた津谷市長の年度初め訓示

�

�

津
谷
市
長
年
度
初
め
訓
示�

一
層
の
知
恵
と
汗
を�

市
議
会
第
１
回
臨
時
会�

新
議
長
に
佐
藤
吉
次
郎
氏�

市議会第１回臨時議会／津谷市長年度初め訓示�

　
先
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
と
な
っ

た
26
名
に
よ
る
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が

４
月
13
日
、市
庁
舎
議
事
堂
で
開
か
れ
、正

副
議
長
の
選
挙
や
各
常
任
委
員
会
の
構
成

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 �

　
は
じ
め
に
、最
年
長
の
庄
司
憲
三
郎
議

員
が
臨
時
議
長
に
任
命
さ
れ
て
会
議
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。�

　
津
谷
市
長
は
議
事
に
入
る
前
に
発
言
を

求
め
て「
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
信
託
を

受
け
て
当
選
の
栄
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
を

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。厳
し
い
経
済
状

況
が
続
い
て
お
り
、市
で
も
企
業
業
績
の

悪
化
に
伴
う
雇
用
問
題
、少
子
高
齢
化
と

過
疎
化
の
進
行
、全
国
的
な
医
師
不
足
と

地
域
医
療
の
問
題
等
山
積
し
て
い
ま
す
。

市
が
抱
え
る
問
題
の
根
底
に
は
財
政
問
題

が
あ
り
、行
財
政
改
革
の
推
進
と
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。山
積

す
る
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、議

員
各
位
と
10
年
後
20
年
後
の
市
を
見
据
え

た
建
設
的
か
つ
大
局
的
な
議
論
を
交
わ
し

な
が
ら
よ
り
よ
い
市
を
つ
く
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
当
選
の
祝
意

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、佐
藤
吉

次
郎
議
員
が
16
票
を
得
票
し
議
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。�

　
佐
藤
議
長
は「
市
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
一
生
懸
命
議
会
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
。北
秋
田
市
が
正
し
く
、元
気
な
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、み
な
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」な
ど
と
就
任
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、新
議
長
の
も
と
に
追
加
議

事
に
入
り
、副
議
長
選
挙
で
は
、小
塚
光
子

議
員
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
通
例
に
沿
っ
て
、議
会
運
営

委
員
会
委
員
、常
任
委
員
会
員
の
選
任
と

周
辺
市
町
村
と
構
成
す
る
各
種
一
部
事
務

組
合
議
員
の
選
挙（
議
長
の
指
名
推
せ
ん
）

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

▲新議長に選出され、就任のあいさつをする
　佐藤吉次郎議員
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津
谷
市
長
に
よ
る
定
例
記
者
会
見
が
４

月
９
日
、市
役
所
で
開
か
れ
、新
年
度
の
抱

負
と
各
事
業
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
会

見
し
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
、津
谷
市
長
は「
市
長
に
就
任

し
て
１
年
を
迎
え
る
が
、昨
年
度
は
懸
案
事

項
の
対
応
に
追
わ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
も
市
民
病
院
は
、開
院
が
半
年

遅
れ
た
が
４
月
１
日
に
無
事
に
開
院
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。内
陸
線
、阿
仁
ス
キ
ー

場
な
ど
問
題
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
道

筋
が
つ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。問
題
の
解
決
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
が

正
念
場
と
な
る
の
で
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」な
ど
と
昨
年
度
の

市
政
を
総
括
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、今
年
度
の
各
施
策
に
つ
い
て
▽
閉

院
し
た
北
秋
中
央
病
院
の
跡
地
に
つ
い
て「
商

店
街
の
衰
退
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、賑
わ
い

の
創
出
が
図
れ
る
具
体
的
な
施
策
の
検
討

を
す
す
め
た
い
。住
居
ス
ペ
ー
ス
と
商
業
ス

ペ
ー
ス
が
共
存
で
き
る
こ
と
も
必
要
と
思
う
」

▽
雇
用
問
題
に
つ
い
て「
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
臨
時
対
策
基
金
事
業
な
ど
国
の
施
策
事

業
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、雇
用
の
チ
ャ
ン

ス
を
広
げ
て
い
き
た
い
。そ
の
こ
と
で
、雇

用
主
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て

市
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
進
め
た
い
」▽
来

年
度
に
行
わ
れ
る
市
内
４
高
校
の
統
合
に

つ
い
て「
若
い
方
々
の
柔
軟
な
発
想
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
市
の
賑
わ
い
に
活
か
し
て
い
き

た
い
」な
ど
と
今
年
度
の
具
体
的
な
施
策
に

つ
い
て
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
質
疑
応
答
で
は
、市
民
病
院
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て「
広
い
地
域
で
あ
る
た
め
、市
民

全
員
が
満
足
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は

難
し
い
。し
か
し
、乗
り
換
え
の
大
変
さ
や

病
院
に
近
い
集
落
な
ど
で
は
遠
回
り
に
な

る
な
ど
の
問
題
あ
る
。バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
の
結
果
や
利
用
者
へ
の
聞
き

取
り
・
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
で
も
改
善
し
て
い
き
た
い
」な
ど

と
質
問
に
答
え
ま
し
た
。 

▲新年度にあたり抱負などを述べて、会見
　する津谷市長

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見�

諸
問
題
の
解
決
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場�

津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー�

�

◇
３
月
16
日
〜
４
月
15
日�

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー
（
抜
粋
）�

３
月
16
日（
火
）前
田
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）▽
高
鷹
大
学「
卒
業
・
閉

校
式
」（
文
化
会
館
）�

３
月
17
日（
水
）綴
子
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）�

３
月
18
日（
木
）合
川
南
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）▽
故
三
浦
克
昭
市
議

葬
儀（
正
法
院
）�

３
月
19
日（
金
）北
秋
田
市
民
病
院
患
者
輸
送
事
業
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
第
九

師
団
の
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結
式（
青
森
市
）�

３
月
22
日（
月
）平
成
21
年
度
秋
田
大
学
卒
業
式（
秋
田
市
）�

３
月
26
日（
金
）鈴
木
芙
由
子
選
手
、　
堰
美
里
選
手
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）▽

北
士
館
門
下
生
、中
国
武
術
大
会
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
鈴
木
芙
由
子
選

手
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
告
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）�

３
月
30
日（
火
）▽
湊
祐
介
選
手
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
報
告（
本
庁
舎
）�

３
月
31
日（
水
）生
活
環
境
施
設
組
合
職
員
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
市

職
員
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
職
員
退

職
者
辞
令
交
付
式（
同
病
院
）▽
鷹
巣
土
地
改
良
区
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）�

４
月
１
日（
木
）生
活
環
境
施
設
組
合
・
衛
生
施
設
組
合
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁

舎
）▽
市
職
員
辞
令
交
付
式
・
年
度
初
め
の
訓
示（
本
庁
舎
）▽
公
立
米
内

沢
病
院
職
員
辞
令
交
付
式（
同
病
院
）�

４
月
２
日（
金
）小
林
範
仁
選
手
、高
橋
大
斗
選
手
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
報
告(

本
庁
舎
）�

４
月
４
日（
日
）春
の
火
災
予
防
運
動「
消
防
一
斉
放
水
訓
練
」（
鷹
巣
中
央
公
園
、

上
杉
農
村
運
動
公
園
）�

４
月
５
日（
月
）北
秋
田
市
議
会
初
議
会
運
営
懇
談
会（
本
庁
舎
）�

４
月
６
日（
火
）春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
決
起
集
会（
本
庁
舎
前
駐
車
場
）▽
合

川
高
等
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
鷹
巣
中
学
校
入
学
式（
同
校
）�

４
月
７
日（
水
）大
阿
仁
小
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
伝
達

式（
本
庁
舎
）�

４
月
８
日（
木
）ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対
策
基
金
事
業
業
務
委
託
契
約
締
結

式（
中
央
公
民
館
）▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
役
員
会（
大
館
能

代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）�

４
月
９
日（
金
）Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
女
性
部
第
17
回
総
代
会（
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
）▽
定
例
記

者
会
見（
本
庁
舎
）�

４
月
10
日（
土
）さ
さ
え
３
周
年
記
念
会（
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
さ
え
）�

４
月
13
日（
火
）平
成
22
年
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会（
議
事
堂
）�

�
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ア
ク
セ
ス
バ
ス
運
行
・
外
来
診
療
も
始
ま
る�

 
北
秋
田
市
民
病
院
開
院
に
伴
う
北
秋
中

央
病
院
か
ら
市
民
病
院
へ
の
入
院
患
者
輸

送
が
４
月
１
日
行
わ
れ
、
患
者
77
人
が
自

衛
隊
車
両
と
市
消
防
本
部
の
救
急
車
で
市

民
病
院
に
移
送
し
ま
し
た
。 �

　
市
で
は
、
北
秋
中
央
病
院
の
機
能
を
市

民
病
院
に
移
す
た
め
、
患
者
輸
送
に
つ
い

て
陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
（
林
一
也
師
団

長
）
に
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
理
解
を
得

て
３
月
19
日
、
協
力
協
定
を
締
結
し
こ
の

日
の
輸
送
業
務
と
な
っ
た
も
の
で
す
。�

　
師
団
側
は
輸
送
支
援
隊
約
60
名
を
派
遣

し
、
救
急
車
６
台
ほ
か
小
型
ト
ラ
ッ
ク
５

台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
の
車
両
を
ピ
ス

ト
ン
運
行
さ
せ
輸
送
業
務
に
あ
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
本
部
は
高
規
格
救
急
車

２
台
を
出
動
さ
せ
ま
し
た
。�

　
病
院
前
で
行
わ
れ
た
開
始
式
で
は
神
谷

院
長
が
自
衛
隊
員
の
協
力
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
し
、
午
前
８
時
か
ら
輸
送
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
旧
病
院
で
は
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
が
玄
関
ホ
ー
ル
ま
で
ベ
ッ
ド
を
移
動
さ

せ
、
比
較
的
軽
度
の
患
者
は
自
衛
隊
が
、

高
規
格
救
急
車
の
機
能
が
必
要
な
重
度
の

患
者
は
消
防
本
部
が
担
当
。
隊
員
が
ベ
ッ

ド
か
ら
担
架
に
患
者
を
移
し
、
横
に
な
っ

た
ま
ま
４
人
が
乗
車
で
き
る
車
両
で
移
送

し
ま
し
た
。�

　
新
病
院
で
患
者
を
受
け
た
病
院
職
員
ら

は
、
患
者
に
「
新
し
い
病
院
に
着
き
ま
し

た
よ
。
安
心
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
優

し
く
声
を
か
け
な
が
ら
、
真
新
し
い
ベ
ッ

ト
に
移
し
替
え
て
病
室
に
移
動
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
か
ら
、
外
来
診
療
が
開
始
さ
れ

た
新
病
院
で
は
、
正
面
玄
関
や
案
内
所
な

ど
に
、
病
院
職
員
が
配
置
さ
れ
、
初
め
て

病
院
を
訪
れ
た
患
者
ら
に
、
受
付
の
方
法

な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、
適
所
に
誘
導
し

て
い
ま
し
た
。�

　
診
療
ま
で
の
手
続
き
は
、
旧
北
秋
中
央

病
院
の
診
療
科
で
診
療
を
受
け
て
い
た
方

は
、
従
来
の
診
察
券
を
再
来
受
付
機
に
挿

入
し
て
受
付
手
続
き
を
行
い
、
番
号
札
を

受
け
取
り
、
診
療
待
合
に
進
み
ま
す
。�

　
そ
の
ほ
か
の
方
は
、
新
患
受
付
の
窓
口

で
手
続
き
を
行
い
診
療
待
合
に
進
み
ま
す
。�

　
北
秋
田
市
民
病
院
（
神
谷
彰
院
長
）
は
、
市
が
開
設
し
、
県
厚
生
連

が
運
営
す
る
県
内
初
の
「
公
設
民
営
方
式
」
が
導
入
さ
れ
、
４
月
１
日

に
下
杉
字
上
清
水
沢
に
開
院
し
ま
し
た
。�

　
開
院
日
に
は
、
旧
北
秋
中
央
病
院
か
ら
入
院
患
者
の
移
送
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
５
日
か
ら
各
診
療
科
の
外
来
診
療
も
始
ま
り
、
た
く
さ

ん
の
市
民
が
新
し
い
病
院
で
診
療
を
受
け
ま
し
た
。�

▲新病院で自衛隊員から患者を引き受ける病院職員ら

▲窓口で説明を受けて、手続きをする患者ら

５
日
か
ら
始
ま
っ
た�

　
　
外
来
診
療�

自
衛
隊
の
協
力
を
受
け
て�

　
　
入
院
患
者
を
移
送�

北
秋
田
市
民
病
院
が
開
院

北
秋
田
市
民
病
院
が
開
院�

北
秋
田
市
民
病
院
が
開
院

北
秋
田
市
民
病
院
が
開
院�

北
秋
田
市
民
病
院
が
開
院�
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北秋田市民病院開院／北秋中央病院閉院式�

�

　
各
診
療
待
合
前
に
は
、
診
療
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
番
号
が
表
示
さ
れ
る
大
画

面
の
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

自
身
の
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
し
た
ら
、
看

護
師
ら
の
指
示
に
従
い
診
療
を
受
け
ま
す
。�

��������������������

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
と
の
連
携
及
び
市

民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
が
、

４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
路
線
バ
ス
の
実
証
運
行
は
、
米
内
沢
駅

ア
ク
セ
ス
「
市
民
病
院
・
米
内
沢
線
」
を

運
行
し
ま
す
。
市
役
所
森
吉
庁
舎
を
始
発

と
し
、
内
陸
線
米
内
沢
駅
な
ど
を
経
由
し
、

北
秋
田
市
民
病
院
と
内
陸
線
大
野
台
駅
ま

で
を
運
行
し
ま
す
。
期
間
は
４
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
で
す
。�

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
は
、
合
川

駅
ア
ク
セ
ス
「
市
民
病
院
・
増
沢
線
」
、

小
渕
駅
ア
ク
セ
ス
「
小
渕
駅
・
三
枚
線
」、

阿
仁
合
駅
ア
ク
セ
ス
「
阿
仁
合
駅
・
吉
田

線
」
の
３
路
線
を
運
行
し
、
期
間
は
４
月

１
日
か
ら
５
月
１
日
で
し
た
。�

　
あ
わ
せ
て
、
既
存
路
線
バ
ス
・
合
川
線

も
市
民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め

ル
ー
ト
変
更
・
運
行
回
数
の
増
便
を
行
い

ま
す
。
合
川
線
は
、
鷹
巣
か
ら
内
陸
線
大

野
台
駅
や
北
秋
田
市
民
病
院
、
内
陸
線
合

川
駅
な
ど
を
経
由
し
、
杉
山
田
と
そ
の
先

の
沖
田
面
ま
で
を
運
行
し
ま
す
。�

　
実
証
運
行
の
期
間
中
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
、
今
後
本
格
運
行
を
目
指
す
う
え
で

の
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。�

▲

　
診
療
待
合

で
順
番
を
待

つ
患
者
ら

▲　診療科ごとに
診察順の番号が
表示される画面

▲市民病院前で「市民病院・米内沢線」の
　実証運行バスから降車する利用者

　
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
が
経
営
す
る
北
秋
中

央
病
院
（
神
谷
彰
院
長
）
の
閉
院
式
が
３

月
31
日
、
同
病
院
で
行
わ
れ
、
創
設
以
来

81
年
間
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
き
た
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。�

　
閉
院
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
が
４
月
１

日
開
院
す
る
北
秋
田
市
民
病
院
の
指
定
管

理
者
と
な
る
こ
と
か
ら
、
北
秋
中
央
病
院

の
医
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
医
療
機
器
な

ど
の
医
療
機
能
を
市
民
病
院
に
引
き
継
ぎ
、

移
転
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
外
来
診

療
は
30
日
で
終
了
し
ま
し
た
。�

 

北
秋
中
央
病
院
は
、
明
治
22
年
に
鷹
巣

村
外
五
カ
町
村
立
組
合
公
立
病
院
と
し
て

設
立
さ
れ
た
鷹
巣
病
院
が
前
身
。
同
45
年

に
火
事
で
全
焼
し
ま
す
が
、
財
政
難
で
再

建
の
目
途
が
た
た
ず
病
院
組
合
は
解
散
、

昭
和
４
年
に
有
志
５
人
に
よ
り
私
立
鷹
巣

病
院
が
発
足
し
ま
す
。
同
17
年
に
当
時
の

鷹
巣
町
が
買
収
し
町
立
鷹
巣
病
院
に
な
り

ま
す
が
、
19
年
に
は
秋
田
県
農
業
会
が
買

い
取
る
な
ど
経
営
母
体
は
変
遷
を
重
ね
、

戦
後
の
23
年
に
は
法
改
正
に
よ
り
秋
田
県

厚
生
農
業
組
合
連
合
会
に
移
管
と
な
り
、

北
秋
中
央
病
院
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
の
合
併
前
か
ら
鷹
巣
阿
仁
部
の
中
核
病

院
と
し
て
地
域
医
療
を
担
っ
て
き
た
ほ
か
、

商
店
街
の
中
心
に
あ
っ
た
こ
と
で
地
域
経

済
の
振
興
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。�

　
閉
院
式
で
は
、
神
谷
院
長
が
医
師
、
看

護
師
、
事
務
職
員
な
ど
約
70
人
の
ス
タ
ッ

フ
の
前
で
「
こ
れ
ま
で
病
院
が
続
い
て
き

た
の
は
行
政
や
議
会
ほ
か
関
係
者
の
誰
も

が
こ
の
地
域
か
ら
中
核
と
な
る
病
院
を
な

く
し
た
く
な
い
、
と
い
う
強
い
気
持
ち
が

あ
っ
た
か
ら
。
こ
の
間
、
住
民
に
信
頼
さ

れ
て
き
た
私
た
ち
の
医
療
や
、
人
材
育
成

に
も
貢
献
で
き
た
こ
と
は
誇
り
で
も
あ
る
。

医
療
業
務
は
非
常
に
過
酷
で
仕
事
で
の
あ

つ
れ
き
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
で
も
新
病
院

を
前
に
し
て
は
小
さ
な
思
い
出
。
市
民
病

院
の
芽
を
大
き
く
開
花
さ
せ
る
こ
と
を
誓

い
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

北
秋
中
央
病
院
で
閉
院
式�

81
年
の
地
域
医
療
の
歴
史
に
幕

年
の
地
域
医
療
の
歴
史
に
幕�

81
年
の
地
域
医
療
の
歴
史
に
幕

年
の
地
域
医
療
の
歴
史
に
幕�

81
年
の
地
域
医
療
の
歴
史
に
幕�

▲閉院式で職員らにあいさつする神谷院長

病
院
に
は
便
利
な�

　
　
公
共
交
通
機
関
で�



　広報きたあきた　22．５．１  12

　
陸
上
競
技
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
る

第
48
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋
田
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
が
４
月
17
日
、市
内
外
か
ら
２

０
４
人
が
参
加
し
て
、市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
大
会
は
、戦
前
か
ら
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
た
故
・
河
田
康
雄
さ
ん

の
遺
志
を
継
承
し
、次
代
を
担
う
選
手
の
育
成

な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
開
会
式
で
、藤
嶋
健
一
大
会
会
長
は「
河
田

さ
ん
に
続
き
、皆
さ
ん
が
全
県
、全
国
に
巣
立
っ

て
ほ
し
い
。自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
こ
の
日
は
、気
温
が
上
が
ら
ず
寒
さ
を
感
じ

る
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、選
手
ら
は
、沿
道

か
ら
家
族
ら
の
応
援
を
受
け
て
、気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
、健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。�▲たくさんの市民が気持ちのいい汗を流

しながら、健脚を競いました

２０４人が健脚競う

ちいきの話題�ちいきの話題�ちいきの話題�
●第48回河田杯マラソン・大館北秋田ロードレース大会

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ
た
４

月
６
日
、市
内
各
所
で
も
決
起
集
会
や
交
通
安

全
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
、市
民
に
交
通
事

故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。�

　
決
起
集
会
は
、市
役
所
前
と
市
役
所
森
吉
庁

舎
前
で
行
わ
れ
、こ
の
う
ち
森
吉
庁
舎
で
行
わ

れ
た
阿
仁
部
総
決
起
大
会
に
は
、阿
仁
部
交
通

安
全
協
会
員
、交
通
安
全
母
の
会
、交
通
指
導

隊
な
ど
か
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、交
通
安
全
功
労
者
ら
を
表
彰
。佐

藤
登
阿
仁
部
交
通
安
全
協
会
長
が
、「
子
ど
も

や
高
齢
者
が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、地
域
一

丸
と
な
っ
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
」な
ど
と
運
動
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、警
察
車
両
を
先
頭
に
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
へ
出
発
、沿
道
の
市
民
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

▲交通安全宣言をする北林カヅ交通安全母
の会森吉地区会長

安全安心の心の輪を広げる運動を ●春の全国交通安全運動がスタート

　
市
と
株
式
会
社
あ
き
た
雑
穀
村（
熊
谷
良
一

代
表
取
締
役
）と
の
間
で「
雑
穀
と
水
耕
栽
培

に
よ
る
農
業
経
営
及
び
雇
用
確
立
事
業
業
務

委
託
契
約
」の
締
結
式
が
４
月
８
日
、中
央
公

民
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 �

　
委
託
契
約
は
、ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対

策
基
金
事
業
と
し
て
、農
業
の
周
年
事
業
展
開

に
よ
る
人
材
確
保
と
雑
穀
生
産
の
産
地
づ
く

り
、競
争
力
の
強
い
商
品
開
発
を
目
的
と
し
て
、

５
人
の
新
規
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。�

　
締
結
式
で
は
津
谷
市
長
と
熊
谷
代
表
が
、契

約
書
に
署
名
捺
印
。津
谷
市
長
は「
熊
谷
社
長

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
、農
業
を
は
じ
め
、地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
ま

す
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
熊
谷
代
表
は「
雑
穀
文
化
普
及
の
た
め
、種
の

無
料
配
布
を
し
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。�

▲委託契約書に署名捺印する熊谷代表と
津谷市長

活力と特色ある地域農業の確立へ ●雑穀と水耕栽培による農業経営及び雇用確立事業
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全
市
一
斉
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
が

４
月
18
日
早
朝
、市
内
全
域
で
行
わ
れ
、市
民

総
参
加
で
道
路
脇
の
ゴ
ミ
や
側
溝
の
泥
上
げ

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。�

　
全
市
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
、毎
年
春
と
秋
の

２
回
恒
例
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、春

は
冬
期
間
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
が
雪
消
え
と

と
も
に
目
立
つ
よ
う
に
な
る
こ
の
時
期
、全
市

一
斉
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
最
近
は
、美
化
や
環
境
保
護
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、幹
線
道
路
沿
い

や
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
で
は
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
と
も
地
域
住
民
総
出
で
午
前
６
時
頃

か
ら
約
１
時
間
ほ
ど
、道
路
沿
い
や
河
川
の
土

手
・
公
園
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
、美

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。�

　
水
彩
画
集「
秋
田
内
陸
線
沿
線
ス
ケ
ッ
チ
」

を
発
刊
し
た
、水
彩
画
家
の
田
村
ま
さ
よ
し
さ

ん（
本
名
‥
田
村
正
義
さ
ん
）が
４
月
６
日
、市

役
所
を
訪
れ
津
谷
市
長
に
発
刊
を
報
告
し
、市

に
同
画
集
３
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。�

　
画
集
は
、内
陸
線
の
各
駅
舎
や
沿
線
風
景
な

ど
を
水
彩
画
で
描
き
、そ
れ
に
文
章
を
加
え
、

画
文
集
と
し
て
発
刊
し
た
も
の
で
す
。�

　
田
村
さ
ん
は「
十
二
段
ト
ン
ネ
ル
の
紅
葉
は

素
晴
ら
し
く
、紅
葉
が
山
を
駆
け
上
っ
て
い
く

様
な
感
じ
が
し
た
」な
ど
と
沿
線
の
魅
力
を
話

し
な
が
ら
、画
集
の
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。�

　
津
谷
市
長
は「
田
村
さ
ん
が
描
く
内
陸
線
の

沿
線
は
、普
段
の
駅
舎
の
姿
や
、見
慣
れ
て
い

る
風
景
な
ど
、沿
線
の
素
朴
な
魅
力
な
ど
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。内
陸
線
と
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な

り
大
変
あ
り
が
た
い
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。�

▲原画を紹介しながら、津谷市長に画集の
発刊を報告する田村まさよしさん

▲早朝から清掃活動で汗を流した、全市一
斉春のクリーンアップ（写真：合川地区）

「秋田内陸線沿線スケッチ」を発刊

市民総参加で、地域内をきれいに

●水彩画家の田村まさよしさん

●全市一斉・春のクリーンアップ

　
市
立
合
川
高
等
学
校（
齊
藤
和
彌
校
長
、生

徒
数
１
６
６
名
）の
入
学
式
が
４
月
６
日
、同

校
の
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、61
名
の
新
入
生
が

期
待
と
希
望
を
胸
に
高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。�

　
入
学
式
で
は
、保
護
者
ら
が
見
守
る
な
か
、

新
入
生
が
少
し
緊
張
し
た
表
情
で
整
然
と
入

場
。新
入
生
点
呼
の
あ
と
、齊
藤
校
長
は「
本
校

は
来
年
度
に
市
内
３
高
校
と
統
合
し
、新
た
な

高
校
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
る
。新
入
生
に
は
、

本
校
の
良
き
伝
統
の
継
承
者
、良
き
伝
統
の
創

造
者
と
な
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
と
式
辞
。�

　
こ
の
あ
と
、新
入
生
を
代
表
し
て
長
岐
拓
さ

ん
が「
学
校
の
名
誉
を
汚
す
こ
と
な
く
、こ
れ

か
ら
始
ま
る
高
校
生
活
で
自
分
の
目
標
や
夢

を
実
現
す
る
た
め
に
日
々
努
力
し
前
進
し
た

い
」な
ど
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。�▲最後の入学式が挙行され、61人の新入生

が入学した合川高校

最後の１年生が高校生活をスタート ●市立合川高等学校入学式

ひ
ろ
し�
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ちいきの話題�ちいきの話題�ちいきの話題�

▲ポンプ車と小型動力ポンプ24台が一斉
放水をした合川分団の訓練

�

▲第20回記念大会開催に向けて体制を固めた
100キロチャレンジマラソン大会実行委員会

　
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
１
０
０
キ
ロ

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
菅
原
陽
三
大
会

会
長
）の
総
会
が
３
月
30
日
、市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
、第
19
回
大
会
の
収
支
決
算
な
ど
を

確
認
し
た
ほ
か
、節
目
と
な
る
第
20
回
記
念
大

会
の
事
業
計
画
、役
員
体
制
等
を
決
め
ま
し
た
。�

　
仙
北
市
や
北
秋
田
市
な
ど
地
域
代
表
ら
約

30
人
が
出
席
。菅
原
会
長
は「
こ
の
大
会
は
真

心
の
こ
も
っ
た
運
営
で
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
も

喜
ば
れ
て
い
る
。記
念
大
会
も
皆
さ
ん
の
協
力

で
成
功
に
つ
な
げ
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
ま
た
、２
０
１
０
大
会
は
、９
月
26
日
に
開

催
。20
回
記
念
と
し
ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
全
員
に
記
念
バ
ッ
チ
を
進
呈
す
る
こ
と
な

ど
を
承
認
、大
会
会
長
に
市
体
育
協
会
会
長
の

松
田
光
朗
さ
ん
を
選
出
し
、大
会
開
催
に
向
け

た
体
制
を
固
め
ま
し
た
。�

2010年は第20回記念大会 ●１００キロマラソン大会実行委員会

　
北
秋
田
市
鷹
巣
土
地
改
良
区（
長
岐
洋
一
理

事
長
）が
、全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
と
東

北
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
３
月
31
日
、長
岐
理

事
長
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、津
谷
市
長
に
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。�

　
両
受
賞
は
、農
地
の
集
積
化
を
進
め
る
た
め
、

区
画
整
理
事
業
を
実
施
し
、効
率
的
か
つ
安
定

的
な
農
業
経
営
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。�

　
長
岐
理
事
長
は「
農
事
組
合
法
人
等
の
設
立

も
あ
っ
て
農
地
の
利
用
集
積
が
大
幅
に
進
ん

だ
。周
辺
地
区
で
も
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
機

運
が
高
ま
る
波
及
効
果
も
あ
っ
た
」な
ど
と
事

業
実
施
に
よ
る
成
果
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。�

　
津
谷
市
長
は「
受
賞
は
改
良
区
の
意
欲
と
先

進
的
な
取
り
組
み
の
賜
物
。心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
た
い
」と
受
賞
を
称
え
ま
し
た
。�

▲全国水土里ネット会長賞等の受賞を報告
する鷹巣土地改良区の長岐理事長ら

全国水土里ネット会長賞など受賞 ●鷹巣土地改良区
み ど り

　
北
秋
田
市
消
防
団（
鈴
木
由
太
郎
団
長
）と

婦
人
消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
が
４
月

４
日
、市
内
４
カ
所
で
行
わ
れ
、制
服
姿
の
団

員
ら
が
有
事
に
備
え
き
び
き
び
と
し
た
動
き

で
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。�

　
訓
練
場
所
と
な
っ
た
の
は
、鷹
巣
地
区
が
鷹

巣
中
央
公
園
、合
川
地
区
が
上
杉
農
村
運
動
公

園
、森
吉
地
区
が
米
内
沢
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
下
の
阿
仁
川
河
川
敷
駐
車
場
、阿
仁
地
区
が

吉
田
堤
の
４
カ
所
。�

　
こ
の
う
ち
、上
杉
農
村
運
動
公
園
で
行
わ
れ

た
合
川
分
団
の
訓
練
で
は
、団
員
１
０
８
人
と

消
防
本
部
職
員
が
参
加
。肌
寒
い
早
朝
の
訓
練

に
も
か
か
わ
ら
ず
、公
園
横
の
水
路
に
ポ
ン
プ

車
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
設
置
、一
斉
放
水
開

始
の
合
図
と
と
も
に
、公
園
の
中
央
部
に
向
か

っ
て
水
の
ア
ー
チ
が
連
な
り
ま
し
た
。�

火災多発期に備え、一斉放水訓練 ●春の火災予防運動「消防一斉放水訓練」

�
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▲母校で後輩らに、出場の喜びや大会の様
子を報告した鈴木選手

　
春
彼
岸
の
中
日
に
あ
た
る
３
月
21
日
の
夜
、

鎌
沢
、三
木
田
、芹
沢
な
ど
合
川
南
地
区
の
各

集
落
で
伝
統
行
事「
万
灯
火
」が
行
わ
れ
、迎
え

火
の
明
か
り
が
残
雪
の
山
間
を
照
ら
し
出
し

ま
し
た
。�

　
万
灯
火
は
、小
阿
仁
川
流
域
で
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
民
俗
行
事
。山
の
斜
面
な
ど
に
火

を
灯
し
て
祖
先
の
霊
を
迎
え
ま
す
。�

　
鎌
沢
集
落
で
は
、今
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
出
場
し
た

鈴
木
芙
由
子
さ
ん（
鎌
沢
出
身
）の
活
躍
に
あ

や
か
り
、五
輪
を
か
た
ど
っ
た
万
灯
火
も
灯
さ

れ
ま
し
た
。五
輪
の
輪
と「
ま
と
び
」の
文
字
、

回
転
式
の
車
万
灯
火
を
組
み
合
わ
せ
た
仕
掛

け
が
幹
線
道
路
沿
い
に
展
開
さ
れ
、ド
ラ
イ
バ
ー

は
闇
夜
に
浮
か
び
上
が
る
幻
想
的
な
万
灯
火

の
演
出
に
車
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

▲たいまつの明かりで祖先の霊を迎える伝
統行事万灯火（鎌沢集落）

市民の皆さんの応援が力に

山あいに灯す迎え火で先祖を供養

●バンクーバー五輪出場の４選手が報告

●春彼岸の伝統行事「万灯火」

▲津谷市長に、抱負や心境などを報告した
湊選手、高橋選手、小林選手

　
２
月
に
行
わ
れ
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
活
躍
し
た
市
出
身
の
４
選
手
が
、３
月
26
日
か

ら
４
月
２
日
に
か
け
て
市
民
や
津
谷
市
長
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。�

　
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
出
場
し
た
鈴
木
芙
由
子
選

手（
鎌
沢
出
身)

は
３
月
26
日
、母
校
の
米
内
沢
高
校

で
後
輩
た
ち
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
喜
び
な

ど
を
語
り
ま
し
た
。�

　
鈴
木
選
手
は
、競
技
で
身
に
着
け
た
ビ
ブ
ス（
ゼ
ッ

ケ
ン
）や
射
撃
の
的
を
手
に
持
っ
て
見
せ
な
が
ら
、大

会
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
し
た
。ま
た「
生
徒
の
皆
さ

ん
も
、目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
自
分
を

高
め
て
ほ
し
い
」な
ど
と
後
輩
た
ち
を
激
励
し
ま
し

た
。こ
の
あ
と
、市
役
所
を
訪
れ
、津
谷
市
長
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。�

　
ス
キ
ー
ノ
ル
デ
ッ
ク
複
合
競
技
に
出
場
し
た
湊
祐

介
選
手（
阿
仁
荒
瀬
出
身)

は
３
月
30
日
、高
橋
大
斗

選
手（
阿
仁
水
無
出
身)

と
小
林
範
仁
選
手（
阿
仁
小

様
出
身)

は
４
月
２
日
、市
役
所
を
訪
れ
、津
谷
市
長

に
競
技
の
結
果
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
臨
ん
だ
心

境
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。�

　
湊
選
手
は「
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
課
題
は
山

積
み
だ
が
、４
年
間
ひ
と
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
き

た
い
。次
の
ソ
チ
大
会
で
は
必
ず
メ
ダ
ル
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」と
次
大
会
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
高
橋
選
手
は「
結
果
を
見
る
と
少
し
心
残
り
だ
が
、

苦
労
し
た
分
の
成
果
は
出
し
切
れ
た
。団
体
戦
で
は
、

ジ
ャ
ン
プ
で
も
う
少
し
期
待
で
き
る
位
置
に
付
け
た

か
っ
た
」な
ど
と
競
技
後
の
心
境
を
語
り
ま
し
た
。�

　
小
林
選
手
は「
特
に
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
で
は
見
せ
場

を
作
れ
た
の
で
満
足
し
て
い
る
。団
体
戦
で
は
メ
ダ

ル
を
取
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
」な
ど
と
出
場
し
た

競
技
全
般
を
振
り
返
り
ま
し
た
。�

　
津
谷
市
長
は
、４
人
の
活
躍
を
称
え「
市
民
に
元
気

と
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。こ
れ
か
ら
続
く

人
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
。今
後

も
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」と
期
待
し
ま
し
た
。�
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�

　
縄
文
時
代
前
期
か
ら
晩
期
ま
で
の
遺
物

が
発
見
さ
れ（
晩
期
中
心
）、深
鉢
形
や
台
付

形
、壺
形
、注
口
形
土
器
類
を
は
じ
め
、打
製

及
び
磨
製
石
器
、石
鏃
、石
匙
、三
脚
石
器
な

ど
の
石
器
類
、玉
類
、腕
飾
り
な
ど
多
数
発

掘
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
昭
和
55
年
の
発

掘
調
査
で
、竪
穴
式
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、

前
〜
晩
期
合
わ
せ
て
８
軒
に
も
及
ん
で
い

ま
す
。さ
ら
に
、土
壙
墓
か
ら
、首
の
無
い
火

葬
さ
れ
た
成
年
ま
た
は
熟
年
の
女
性
の
人

骨
が
見
つ
か
り
注
目
さ
れ
ま
し
た
。�

　
研
究
者
と
し
て
、内
田
清
太
郎
氏（
明
治

19
年
調
査
・
研
究
発
表
）、真
崎
勇
助
氏（
明

治
22
年
）、喜
田
貞
吉
氏（
大
正
15
年
）清
野

謙
次
氏（
昭
和
３
年
）、武
藤
鉄
城
氏（
昭
和

４
年
）、山
内
清
男
氏（
昭
和
５
年
）、冨
樫
泰

時
氏（
昭
和
42
年
）等
が
挙
げ
ら
れ
明
治
の

頃
か
ら
全
国
的
に
名
の
知
れ
た
遺
跡
で
す
。�

　
主
な
遺
物
は
、北
秋
田
市
文
化
会
館「
史

料
展
示
室
」に
展
示
し
て
い
ま
す
。そ
の
他

の
出
土
物
は
、同
館
資
料
室
に
保
管
し
て
い

ま
す
。史
料
展
示
室
は
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
展

示
も
な
さ
れ
て
い
る
た
め
狭
い
感
じ
が
し

ま
す
。「
資
料
館
」が
是
非
と
も
必
要
で
す
。�

　
昭
和
55
年
国
道
１
０
５
号
の
バ
イ
パ
ス

が
こ
の
遺
跡
上
を
通
過
す
る
た
め
、県
教
育

委
員
会
は
藤
株
遺
跡
か
ら
摩
当
沢
に
通
ず

る
道
路
を
は
さ
ん
で
南
側
１
０
０
ｍ
、北
側

２
０
０
ｍ（
約
８
０
０
０
㎡
）に
わ
た
り
発

掘
調
査
し
ま
し
た
。平
成
元
年
〜
２
年
に
は
、

約
９
万
㎡
に
お
よ
ぶ
範
囲
で
確
認
調
査
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。遺
跡
が
発
掘
さ
れ
範

囲
が
確
認
さ
れ
た
場
所
は
、今
は
交
通
量
の

激
し
い
道
路
が
通
り
、畑
作
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。鷹
巣
南
中
学
校
校
門
前
に
説
明
板
が

立
て
ら
れ
、校
門
に
は
遺
物
を
想
像
さ
せ
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

学
校
の
南
東
５
０
０
ｍ
の
畑
地
に
は
、遺
跡

の
中
心
と
し
て
標
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。�

▽
平
成
２
年
４
月
１
日
指
定�

▽
資
料
／「
鷹
巣
町
の
文
化
財
」、「
藤
株
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
」、「
鷹
巣
町
史
」、「
亀

ヶ
岡
文
化
‐
縄
文
造
形
の
華
‐
」ほ
か�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
　
照
内
捷
二�

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財�

○
「
藤
株
遺
跡
と
遺
物
」�

（
考
古
資
料
）�

▲出土された遺物類

　わくわく広場では、入園前（満１歳以上）の子ど

もと保護者の方を対象に、集団での遊び等をとおして、

親子の「ふれあい」を大切にしています。�

　また、保護者同士が子育ての情報交換もできる「交

流の場」にもなっています。�

　毎月1回、親子で楽しめる、“わくわく広場”へ

参加しませんか。参加者は随時募集しています。�

◆開催日　月１回 第２月曜日 10：00～11：30�

◆対　象　入園前（満１歳以上）の子どもと保護者�

◆参加費　無料�

◆内　容　親子で楽しむ体操、おはなし、季節に

　　　　　あわせた工作ほか�

◆講　師　石郷岡順子さん、村上美保子さん、�

　　　　　浅野厚子さん�

◆問合せ先　中央公民館（a６２－１１３０）�

　５月の開催日は10日（月）です。親子で過ごす

90分。広いホールでおもいっきり遊びましょう！

森
吉
公
民
館
講
座
募
集�

学びの広場�

日
　
時
　
６
月
８
日
（
火
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時�

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

講
　
師
　
加
藤
由
美
子
さ
ん�

内
　
容
　
料
理
に
使
え
る
ハ
ー
ブ
や�

　
　
　
　
　
　
葉
物
の
植
え
方
と
育
て
方�

定
　
員
　
15
名
（
先
着
順
）�

持
ち
物
　
移
植
べ
ら
・
ゴ
ム
手
袋
・
　
　

　
　
　
　
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
大
）�

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度�

申
込
期
限
　
５
月
31
日
（
月
）�

�����

　
自
分
の
手
で
、
庭
木
な
ど
の
手
入
れ
の

　
　
　
楽
し
み
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。�

日
　
時
　
５
月
20
日
（
木
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時�

場
　
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー�

講
　
師
　
佐
々
木
健
悦
さ
ん�

定
　
員
　
15
名
（
先
着
順
）�

持
ち
物
　
剪
定
ば
さ
み
　
受
講
料
　
無
料�

申
込
期
限
　
５
月
14
日
（
金
）�

キ
ッ
チ
ン 

コ
ン
テ
ナ

　
音
楽
好
き
な
子
ど
も
た
ち
で
構
成
さ
れ

た
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
」

は
、
郷
土
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
先

生
の
作
品
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を

楽
し
く
歌
い
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
素
敵
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
自
分
た
ち
の
歌

声
で
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。�

対
　
象
　
小
学
校
１
年
生
〜
高
校
３
年
生�

練
習
場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

練
習
時
間
　
毎
週
土
曜
日�

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時�

参
加
費
　
無
料�

（
後
援
会
費
と
し
て
月
１
３
０
０
円
集
金
し
て
い
ま
す
）�

制
　
服
　
無
料
貸
与�

◎
申
込
み
・
問
合
せ�

　
生
涯
学
習
課
文
化
班
　
a

62-

６
６
１
８�

　「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産とし

てユネスコ世界文化遺産登録を目指している伊勢堂

岱遺跡で、今年度の公開がいよいよ５月１日より始

まります。�

　伊勢堂岱遺跡は、国内でも類例がない４つのスト

ーンサークルが見つかった遺跡で、平成13年１月に

国の史跡に指定されています。�

　見学者数は一昨年秋の世界遺産暫定リスト登録か

ら倍増し、県内外よりたくさんの方が訪れており、

北東北の遺跡群とともに見学コースになるなど注目

されています。�

　遺跡の案内については、休日はボランティア組

織「伊勢堂岱遺跡ワーキンググループ」の方々が

ガイド説明を行っています。現在20名の方々が活

動していますが、広く新規会員を募集中です。ガ

イドのほか、伊勢堂岱遺跡や縄文時代についての

知識を深める活動が盛りだくさんです。�

　なお、団体のガイド申し込みは教育委員会生涯

学習課文化班までお願いします。�

　五月晴れの休日、ご家族で地元の世界遺産候補

を訪ねてみませんか。�

◎問合せ先　生涯学習課文化班（a６２－６６１８）

　任期満了に伴い、各地区公民館の非常勤館長が新

たに任命されました。新館長の任期は平成22年４月

１日から24年３月31日までの２年間。各公民館で

の講座や行事等を企画します。�

　チャレンジしてみたい講座等や、公民館へのご要

望等ありましたら、各地区の公民館までお寄せくだ

さい。�

�

▼合川公民館　　　関　　源一（再）�

▼森吉公民館　　　渡辺美喜夫（新）�

▼阿仁公民館　　　湊　　一彦（再）�

▼栄公民館　　　　照内喜久雄（新）�

▼坊沢公民館　　　田村　正男（新）�

▼七座公民館　　　戸澤　信利（再）�

▼沢口公民館　　　中嶋　信咲（新）�

▼綴子公民館　　　村上　憲一（再）�

▼七日市公民館　　長岐　亮仁（新）�

◇
所
在
地
・
脇
神
字
藤
株
塚
ノ
岱

◇
所
有
者
・
国
土
交
通
省
・
北
秋
田
市

▼

親
子
で
ぎ
ゅ
う
っ
！

　
　
　
気
持
ち
い
い
っ
！

親
子
で
体
操
！

　
そ
う
そ
う
、
お
じ
ょ
う
ず
！

▼

◎
申
込
み
・
問
合
せ
a

72-

３
２
５
９�

〜
食
べ
ら
れ
る
ハ
ー
ブ
や�

　
　
葉
物
を
植
え
て
育
て
よ
う
〜�

阿
仁
公
民
館
講
座
募
集�

◎
申
込
み
・
問
合
せ
a

82-

２
２
２
０�

庭
木
の
剪
定
初
心
者
教
室

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
募
集�

▲練習の成果を発表

●公民館活動　●生涯学習�
●文化振興　●学校　●スポーツ�

地域で学び、活動する�
皆さんを応援します�
北秋田市教育委員会�

母と子のわくわく広場�
～お子様の成長を応援します～�

伊勢堂岱遺跡�
～一般公開が始まります～�

 新公民館長が就任しました�

い
し
さ
じ�

せ
き
ぞ
く�

ど
こ
う
ぼ�
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【各地区巡回日程表】（鷹巣地区）

狂犬病予防接種

平成22年度（春季）

の登録予防接種のお知らせ

登録手数料
3,000円

注射料 3,070円 　　　　　　　　一生涯に１回の登録制度です。生後
　　　　　　　３ヵ月以上の犬は必ず登録してください。�
　　　　　　　　また、「犬の新規登録」の場合、登
　　　　　　　録事項についてのメモを持参ください。
　　平成７年度以降に登録している犬は登録の必要は
ありませんが登録事項（飼い主、住所、死亡等）に
変更のある場合は、事前にお知らせください。�

ワクチンの効果は１年間！�
年１回、必ず受けなければなりません。�
犬の愛犬手帳を持参ください。�
※当日はつり銭のないようにご協力お願いします。

犬の登録

５
月
15
日
（
土
）

沢
　
口

鷹
巣

鷹
　
巣

５
月
16
日
（
日
）

※当日都合により注射を受けられな

い場合は、期間中に最寄りの会場ま

たは動物病院で受けてください。

明利又旧明石商店前

明利又生活改善センター前

松沢消防器具置場前

三ノ渡会館前

与助岱会館前

葛黒林業センター前

大畑バス停前

中畑会館前�

妹尾館会館前

旧JA七日市支所前

根木屋敷バス停前

七日市三部落会館前�

横渕会館前

上野児童遊園地前�

小摩当自治会館前

上舟木生活改善センター前

下舟木会館前

吉ヶ沢・深沢会館前

品類会館前

岩脇児童館前

吉野学園入口前

中屋敷自治会館前

旧脇神自治会館前

湯ノ岱温泉駐車場

坊山交流センター前

四渡会館前

小森会館前

藤株自治会館前�

堂ヶ岱会館前

旧北星ボウル駐車場前

南鷹巣交流センター前

南鷹巣保育園入口前

舟場自治会館前

川口会館前

小ヶ田生活改善センター前

北秋田市交流センター前

公民館分館駐車場

労働福祉会館前

市役所裏駐車場

９：00～９：10
９：20～９：30
９：40～９：50
10：00～10：10
10：20～10：30
10：40～10：50
11：00～11：10
11：20～11：30�
11：40～11：50
13：00～13：20
13：30～13：40�
13：50～14：00
14：10～14：20
14：30～14：40�
14：50～15：00�
９：30～９：40
９：50～10：00
10：10～10：20
10：30～10：40
10：50～11：00
11：10～11：20
11：30～11：40�
11：50～12：00
13：10～13：20
13：30～13：40
13：50～14：00
14：10～14：30
14：40～14：50�
15：00～15：10
９：00～９：40
９：50～10：10
10：20～10：40
10：50～11：10
11：20～11：30�
11：40～11：50
13：10～13：30
13：40～13：50
14：00～14：10
14：20～15：00

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

七
日
市

５
月
13
日
（
木
）

沢
口

七
日
市

沢
　
口

５
月
19
日
（
水
）

掛泥交流センター前

高野尻会館前

サテライトステーションさかえ前

栄生活改善センター前

李岱会館前

岩坂田村末三郎宅前

田沢亀山正蔵宅前

向黒沢山内清種宅前

糠沢会館前

合地バス停留所前

綴子大畑自治会館前

二本杉会館前

岩谷林業センター前

松原橋付近ごみ集積所前

田子ｹ沢セリ出荷センター前

小田会館前

胡桃館会館前

田中総合センター前

県北自動車学校前

綴子上町児童館前

綴子基幹集落センター前

サテライトステーションつづれこ前

前野会館前

昭和会館前

深関児童会館前

相善会館前

坊沢公民館前

黒沢生活改善センター前

前山森林交流センター前

七座健康増進センター前

今泉生活改善センター前

蟹沢会館前

緑ヶ丘担い手センター前

９：10～９：20
９：30～９：40
９：50～10：10
10：20～10：40
10：50～11：00
11：10～11：20
11：30～11：40
11：50～12：00�
13：10～13：20
13：30～13：40
13：50～14：00�
14：10～14：20
14：30～14：40
14：50～15：00�
15：10～15：20�
15：30～15：40
９：00～９：10
９：20～９：40
９：50～10：00
10：10～10：30
10：40～11：00
11：10～11：20�
11：30～11：40
11：50～12：00
13：10～13：20
13：30～13：40
13：50～14：00
14：10～14：20�
14：30～14：40
14：50～15：00
15：10～15：20
15：30～15：40
15：50～16：00

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

栄

５
月
18
日
（
火
）

坊
沢

綴
子

綴
　
子

綴
　
子

七
　
座

坊
沢

（鷹巣地区）

◎お問い合わせ　生活課環境班　a62-1110　

　広報きたあきた　22．５．１　�19

【各地区巡回日程表】（合川地区）

５
月
８
日
（
土
）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

５
月
７
日
（
金
）

５
月
10
日
（
月
）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

５
月
９
日
（
日
）

杉山田集会施設前

雪田多目的集会施設前

旧西村商店前

三木田多目的集会施設前

摩当活性化施設前

合川庁舎前

明田広場

李岱福祉研修施設前

平川義昭宅前

鈴木京子宅前

新田目児童館前

羽根山活性化施設前

羽立児童館前

西根田生活改善センター前

東根田多目的集会施設前

芹沢集会施設前

三里担い手センター前

大内沢児童館前

９：30～９：45

９：55～10：05

10：10～10：20

10：30～10：45

10：55～11:10

11:30～12：00

９：20～９：30

９：35～９：55�

10：05～10：20�

10：30～10：45�

10：55～11：15

13：15～13：25�

13：35～13：45�

13：55～14：10�

14：20～14：35�

14：45～15：00�

15：10～15：20�

15：30～15：40

杉山田

雪 田

鎌 沢

三木田

摩 当

全地区�

明　田

李 岱

福 田

新田目

羽根山

羽 立

西根田

東根田

芹 沢

三 里

大内沢

松橋英雄宅前

小林コト子宅隣

桃栄児童館前

後藤市太郎宅前

下杉集会施設前

上杉あいターミナル前

旧ＪＡ合川東支店前

ことぶき荘前

６区広場前

合川総合窓口センター前

弥栄児童館前

金沢公民館前

美栄集会施設前

佐藤浜子宅前

佐藤昌明宅前

松ヶ丘グランド

林岱団地入口付近

八幡岱集会施設前

旧ＪＡ合川北支店前

木戸石児童館前

増沢集会施設前

９：30～９：40

９：50～10：05

10：15～10：30

10：40～10：55

11：05～11：25

13：15～13：35

13：45～13：55

14：10～14：25�

14：30～14：45

14：55～15：30

９：30～９：45

９：55～10：10

10：20～10：30�

10：40～11：00�

11：10～11：25�

13：15～13：30

13：40～13：45

13：55～14：10

14：20～14：40

14：45～15：00

15：25～15：40

道　城

桃 栄

梅 栄

下 杉

上 杉

合 川 �

弥　栄

金 沢

美 栄

川 井

松ヶ丘

林 岱

八幡岱

木戸石

増 沢

愛犬の登録予防接種のお知らせ（合川・阿仁地区）

【各地区巡回日程表】（阿仁地区）　　　　　　　６月実施です　お忘れなく

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

６
月
３
日
（
木
）

越前谷商店前

伊東健一宅前

根子児童館前

笑内駅前広場前

菊地清宅前

岩野目バス停前

幸屋児童館前

大阿仁小学校プール前

比立内郵便局前

松橋卓治宅前

小倉児童館前

栩木沢集会所前

柴田商店向

中村地区コミセン駐車場

泉良一宅前

打当温泉旧館前

長畑児童館前

比立内環境改善センター駐車場

幸屋渡児童館前

９：00～９：05

９：15～９：20

９：30～９：50

10：00～10：15

10：20～10：25

10：30～10：35

10：40～10：55

11：00～11：20

11：30～11：45

11：50～12：10

13：10～13：25

13：30～13：40

13：45～14：00

14：05～14：25�

14：35～14：40�

14：45～15：05

15：25～15：30

15：35～15：55

16：00～16：10�

萱 草

伏 影

根 子

笑 内

鳥 坂

岩野目

幸 屋

新 中

比立内

小倉岱

栩木沢

戸鳥内

中 村

打当内

打 当

長 畑

幸屋渡

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

６
月
４
日
（
金
）

荒瀬郵便局前

（有）ヤマグチ前

藤根武雄宅前

山田賢三宅前

東裏児童館前

佐藤活版印刷所前

阿仁山村開発センター駐車場

戸嶋清勝宅前

宮野久蔵宅前

小様児童館前

小渕児童館前

吉田公民館前

吉田勇三宅前

湯口内集会所前

新町三叉路

阿仁公民館駐車場

阿仁合保育園駐車場

９：00～９：25

９：30～９：45

９：55～10：10

10：20～10：40

10：45～11：05

11：10～11：30�

11：35～11：55

13：00～13：10

13：15～13：25

15：30～13：40

13：45～14：05

14：10～14：30�

14：35～14：45�

14：50～15：05�

15：10～15：30

15：35～15：45

15：50～16：10

荒 瀬

向 田

荒瀬川

畑 町

畑町東裏

上新町

下新町

三 枚

塚ノ岱

小 様

小 渕

吉 田

湯口内

新 町

大 町

上新町

◎お問い合わせ　阿仁総合窓口センター市民生活班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　a82-2113　

◎お問い合わせ　合川総合窓口センター市民生活班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　a78-2113　
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【各地区巡回日程表】（森吉地区）　　　　　　　６月実施です　お忘れなく

６
月
６
日
（
日
）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

６
月
５
日
（
土
）

森吉庁舎裏駐車場

米内沢郵便局後

森吉コミセン前

学校給食センター前

本城御嶽会館前

旧本城農協跡前

長下、滝ノ沢会長宅前

川向会館前

米内沢駅前会館前

松前谷秀明宅前

長野岱自治会館前

根小屋児童館前

白坂改善センター前

大渕バス停前

浦田児童館前

寄延改善センター前

大沢会館前

中新田改善センター前

米畑集会所前

松栄集会所前

長野集会所前

鶴田集会所前

桐木岱市営住宅前

９：00～９：30

９：35～９：50

９：55～10：10

10：15～10：30

10：35～10：55

11：00～11：30

11：40～11：50

13：10～13：25�

13：30～13：45

13：50～14：05

14：10～14：30

14：35～14：55

15：00～15：15

15：20～15：35�

15：40～15：55�

16：00～16：15�

９：10～９：25

９：30～９：45

９：50～10：00

10：05～10：20

10：25～10：40

10：45～11：00

11：05～11：20

米内沢

本　城

長 下

川 向

米内沢駅 前

日 栄

長野岱

根小屋

白 坂

大 渕

浦 田

寄 延

大 沢

中新田

米 畑

松 栄

長 野

鶴 田

桐木岱

６
月
12
日
（
土
）

接 種 時 間接 　種 　場 　所月日 地区

６
月
６
日
（
日
）

向本城集会所前

桂瀬駅前

桂瀬児童館前

下羽立集会所前

惣内改善センター前

前田三叉路

前田駅前自治会館前

五味堀コミセン前

柴田鉄雄宅前

大岱児童館前

根森田バス停前

土佐伸一宅前

巻渕会館前

民宿ふじしま荘前

羽根川バス停前

平里集会所入口

新屋布コミセン前

旧佐藤酒店前

神成自治会館前

湯ノ岱（杣温泉）

11：25～11：40

13:10～13：30

13:35～13:50

13:55～14:05

14:10～14:20

14：25～14：45�

14：50～15：15

15：20～15：40

15：45～15：50

15：55～16：10

９：10～９：25

９：30～９：45�

９：50～10：00�

10：05～10：20�

10：25～10：40

10：45～11：00

11：05～11：20

11：25～11：35

11：40～11：55

13：30～13：35

向本城

桂 瀬

羽 立

惣 内

前 田

五味堀

柏木岱

大 岱

根森田

堺 田

巻 渕

細 越

羽根川

平 里

新屋布

陣場岱

神 成

湯ノ岱

　　

愛犬の登録予防接種のお知らせ（森吉地区）

◎お問い合わせ　　　森吉総合窓口センター市民生活班　a72-3111　

飼い犬のふんの放置は、県の
「ポイ捨て禁止条例」で禁止
されています

■日　時　平成22年５月16日（日）13:00～15:00�

■場　所　北秋田市役所本庁舎裏駐車場

　　　　　（雨天時は、市役所車庫）

■内　容　モデル犬によるしつけ実演のあと、飼い犬

　　　　　と一緒に実技演習を行ない、しつけの基本

　　　　　を学びます。

■講　師　県動物管理センター職員

　　　　　※事前にお申込みください（参加無料）

◎申込み・お問い合わせ

　　　　　北秋田保健所環境指導課　a62-1167

（参加無料）（参加無料）家庭犬のしつけ方教室家庭犬のしつけ方教室家庭犬のしつけ方教室

昨年の家庭犬のしつけ方教室

　犬 は、群れで行動し、リーダーを中心とした社会を形成するので、飼い犬にとっては家庭が群れで
あり、犬の言いなりでは犬がリーダーとなり、飼い主の言うことを聞かなくなります。

　このような関係にならないために、犬の本能を理解し、犬と幸せに暮らせるよう、しつけ方を習得し

ませんか。見学も可能です。
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■鷹巣処理区　�
　脇神字平崎上岱、平崎川戸沼の各一部�
　　　　　　　　　 が新たに加わりました。

■鷹巣処理区� 下水道の使用できる区域が広がります�

　一日も早い機会に下水道へ加入し、生活環境の改善・向上と

公共用水域（河川等）の水質向上・保全にご協力をお願いします。�

　なお、市では、トイレの水洗化工事を助成するため、無利子

の融資あっせん制度を設けています。希望される方は、排水設

備工事の申込みをされる際に、指定工事店へその旨申し出てく

ださい。�

　既に供用開始された区域の皆さんは、水洗トイレへの改造は

供用開始から３年以内となっていますので、速やかな下水道へ

の加入をお願いします。�

上下水道課業務班　a７２－３１１３�

◎お問い合わせ

快適で豊かな生活と美しい環境をつくろう�

　市では、市民のみなさんが快適な生活をおくリ、美しく豊かな自然環境を守るために、「公共下水道事業」
や「農業集落排水事業」を進めています。このどちらの事業にも対象にならない地域でも未処理生活排水か
ら、公共水域の水質保全を図ることができる「合併処理浄化槽」の設置、整備を推進しています。

合併処理浄化槽ここがすぐれている

◆水洗トイレ・台所や風呂場で使った汚水をき
　れいにして、毎日の生活を快適にし、身近に
　ある小川や排水路などの環境をよくします。
　（公共下水道と同じレベルの浄化能力があります）�
◆わずかなスペ－スがあれば、設置できます。�
◆浄化槽設置の対象地域は、公共下水道事業、
　農業集落排水事業による整備地域を除いた
　地域です。�
◆浄化槽の設置を希望される方は申請書を提
　出するだけで、以降の手続き等はすべて市か
　ら申請者（設置者）にご案内のうえ作業を進
　めますので、簡単・安心です。�

個別処理方式のイメージ図�

川�◆分担金として10万円かかります。�
　（事業所等は工事費の４割負担です）�
◆維持管理は市で行いますが、毎月使用料を納
　めていただきます。�
　（専用、併用住宅の場合月額2,688円）�

供用開始　５月１日（土）から�

下水道の使用区域が拡大されます�
供用開始　５月１日（土）から�

下水道の使用区域が拡大されます�

阿仁地区は、市で浄化槽を設置・管理します

鷹巣・森吉・合川地区は、浄化槽設置補助金を交付します

　補助金交付の対象地域は、公共下水道事業、農業集
落排水事業による整備地域を除いた地域と、整備地
域であっても当分の間整備が見込めない地域です。
ただし、下水道事業がその地域で実施された場合、速
やかに加入することを条件とします。�

合併処理浄化槽を設置しませんか�合併処理浄化槽を設置しませんか�

469,000円 588,000円 784,000円補助料金

人槽区分 ５人槽 ７人槽 10人槽

浄化槽

消
毒
槽

沈
殿
槽

接
触
ば
っ
気
曹

嫌
気
ろ
床
曹

嫌
気
ろ
床
曹

ブロワー�

◎お問い合わせ　上下水道課業務班　a７２－３１１３�

鷹巣高等学校鷹巣高等学校

西
鷹
巣
大
橋

西
鷹
巣
大
橋

西
鷹
巣
大
橋

鷹
巣
橋

鷹
巣
橋

鷹
巣
橋

舟
場
自
治
会
館

舟
場
自
治
会
館

舟
場
自
治
会
館
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

■公民館�
中央公民館　　　a６２－１１３０�
【ロビー展】さくら会�

▼５/10（月）母と子のわくわく広場
＝10:00～11:30�

森吉公民館　　　a７２－３２５９�
【サロン展】公民館写真展

▼５/31（月）森吉大学開講式＝13:30

～15:00�

阿仁公民館　　　a８２－２２２０�
【ロビー展】｢花の舞｣写真展�

▼５/19（水）生き活き大学入学･開講
式＝10:00～12:15�

▼５/20（木）庭木の剪定初心者教室
＝10:00～12:00�

■文化会館　a６２－３３１１�

▼５/２（日）上映会・映画ドラえもん「の
び太の人魚大海戦」＝①10：30～②
12:40～③14:50～　特別優待割引券
大人1300円、大学生以下1000円、中
学生以下800円�

▼５/15（土）おはなしでてこい＝14:00～�

▼５/22（土）鷹巣高等学校吹奏楽部
定期演奏会＝14：30～　300円�

▼５/29（土）・30（日）県北地区高校演
劇発表会＝29日９：00～、30日9:20～
入場無料�

■スポーツ　a６２－３８００�

▼５/１（土）ユニカール第１回北林丈
正杯大会＝鷹巣体育館�

▼５/２（日）第54回高松宮杯軟式野
球北秋田予選＝中央公園野球場�

▼５/３（月）・４（火）第24回女子中学
生バレーボール東北親善鷹巣大会＝
鷹巣体育館�

▼５/７（金）～９（日）県北高校総体バ
ドミントン競技＝鷹巣体育館�

▼５/16（日）第61回県体・第65回国体
北秋田予選（野球）＝中央公園野球場�

▼５/21（金）～23（日）第60回全県中
学校選抜野球鷹巣大会＝中央公園野球場�

▼５/22（土）第52回北秋田市中学校
招待バレーボール鷹巣大会＝鷹巣体
育館�

▼５/23（日）ソフトボール第２回市
長杯＝河川敷野球場・ソフトボール場�

▼５/26（水）～28（金）平成22年度鷹
巣地区バスケットボール大会＝鷹巣
体育館�

▼５/28（金）～30（日）第30回
全日本学童軟式野球北秋田大
会＝中央公園野球場、29日森
吉球場�

▼５/29（土）～30（日）第30回
全日本小学生バレーボール秋
田県大会県北ブロック予選大
会＝鷹巣体育館�

▼５/29（土）～30（日）第５回
北秋田市上小阿仁村ミニバス
ケットボール大会＝合川体育
館�

料

料

初心者水泳�

初級水泳�

中級水泳

上級水泳�

選手コース�

楽楽水中健康

水中運動�

エンジョイアクアビクス

スキンダイビング�

子供水泳

教室名教室名

プ

ー

ル

教

室

プ

ー

ル

教

室

プ

ー

ル

教

室

シェイプアップ

ボクササイズ�

バランスボール

高齢者体操�

フィットネス会員 募集中！

メタトレ会員 募集中！

北秋田市民プール�
月曜～金曜 10:00～21:00�
土曜～日曜 10:00～17:30

北秋田市民プールa62-5001問

◆屋内温水プール�
 （25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用）

◆トレーニングルーム�
 （ランニングマシン、各種ウエイトマシン）

▼各教室の時間および受講料は、市民
プールまでお問い合わせください�
▼教室の無料体験もできます。参加し
て自分に合ったクラスを見つけてみま
せんか�

教室名教室名曜 日曜 日 曜 日曜 日

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

水曜日

水・木曜日

水・木曜日

金曜日

火・金曜日�

火・金曜日

木曜日

日曜日

木・金曜日

月曜日

火・水・木曜日�

月曜日

火曜日

水曜日

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策�

◆
突
然
の
発
熱
や
咳
・
く
し
ゃ
み
・

　
の
ど
の
痛
み
・
関
節
痛
・
下
痢
な

　
ど
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状

　
が
あ
る
時
は
、登
録
医
療
機
関
を

　
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ

　
い
。必
ず
マ
ス
ク
し
て
受
診
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

◆
予
防
に
は
、規
則
正
し
い
生
活
習

　
慣
を
す
る
こ
と
を
原
則
に
、手
洗

　
い
・
う
が
い
・
人
ご
み
を
避
け
る
・

　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
。う
つ
さ

　
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
ま

　
し
ょ
う
。�

　
　
健
康
推
進
課 

a

62-

６
６
６
６�

　
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）�

予
防
に
つ
い
て

予
防
に
つ
い
て�
予
防
に
つ
い
て�

問

■
５
月
２
日（
日
）全
血【
鷹
巣
地
区
】

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
た
か
の
す
店�

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時
30
分�

■
５
月
24
日（
月
）全
血【
鷹
巣
地
区
】

鷹
巣
農
林
高
校�

10
時
〜
12
時�

鷹
巣
高
校�

13
時
10
分
〜
15
時
20
分�

北
秋
田
市
消
防
本
部�

15
時
20
分
〜
16
時
30
分�
プール利用（個人） 

トレーニング利用（個人）

小学生100円 中学生200円高校生300円 一般500円

中学生 50円 高校生100円 一般200円
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お・知・ら・せ�

健
　
康 

　
健
康
推
進
課
　

62-

６
６
６
６�

問

　
母
子
健
康
手
帳
交
付�

期
日
　
５
月
10
日（
月
）、�

　
　
17
日（
月
）、24
日（
月
）、31
日（
月
）�

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分�

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま

す
。余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。�

　
５
月
の
乳
児
健
診
・
相
談�

���

▽
４
か
月
児
健
康
診
査�

　
期
日
　
５
月
25
日（
火
）�

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時�

　
対
象
　
平
成
22
年
１
月
生
ま
れ
の
子�

▽
７
か
月
児
育
児
相
談�

　
期
日
　
５
月
13
日（
木
）�

　
受
付
時
間
　
９
時
45
分
〜
10
時�

　
対
象
　
平
成
21
年
10
月
生
ま
れ
の
子�

▽
10
か
月
児
健
康
診
査�

　
期
日
　
５
月
13
日（
木
）�

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時�

　
対
象
　
平
成
21
年
７
月
生
ま
れ
の
子�

　
健
康
相
談�

期
日
・
場
所

　
▽
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
５
月
20
日（
木
）�

　
▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
５
月
６
日（
木
）�

　
▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
５
月
27
日（
木
）�

　
▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
５
月
６
日（
木
）�

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分�

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等�

持
ち
物
　
健
康
手
帳�

（
な
い
方
は
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す
）�

　
ポ
リ
オ
予
防
接
種�

期
日
　
６
月
３
日（
木
）�

受
付
時
間
　
13
時
〜
13
時
30
分�

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、予
診
票�

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会�

日
時
　
５
月
21
日（
金
）�

時
間
　
13
時
〜
15
時�

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。�

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い�

　
次
の
予
防
接
種
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う�

　
対
象
者
に
は
、個
別
通
知
し
て
ま
す
が
、

不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、健
康
推

進
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▽
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
風
し
ん
）�

　
接
種
期
限
　
６
月
30
日（
水
）ま
で�

▽
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
、破
傷
風
）予
防
接
種�

　
接
種
期
限
　
９
月
30
日（
木
）ま
で�

　
小
児
救
急
電
話
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う�

　
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気
に

困
っ
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

a

♯
８
０
０
０
　
ま
た
は
、�

a

０
１
８-

８
８
４-

３
３
７
３�

相
談
時
間
　
19
時
30
分
〜
22
時
30
分�

※
秋
田
県
医
療
薬
事
課
で
担
当
し
ま
す�

　「
北
秋
田
市
健
康
ガ
イ
ド
」の
訂
正�

　
４
月
に
全
世
帯
へ
お
配
り
し
た「
平

成
22
年
度
北
秋
田
市
健
康
ガ
イ
ド
」に

変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

▽
21
ペ
ー
ジ【
乳
幼
児
・
児
童
予
防
接
種

の
個
別
接
種
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
】�

・
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
の
接
種
時
間�

《
変
更
後
》
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分�

《
変
更
前
》
午
後
３
時
〜�

�

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
　
２
０
１
０�

　
に
挑
戦
し
ま
す
！�

　
小
猿
部
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行

委
員
会
が
挑
戦
し
ま
す
。�

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、人
口
規
模

が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
・
地
域
間
で
15
分

以
上
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
等
を
行
っ
た

住
民
の「
参
加
率
」を
競
う
住
民
総
参
加

型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。�

対
戦
相
手
　
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
旧
屋

久
地
区�

日
時
　
５
月
26
日（
水
）　
６
時
〜
19
時�

場
所
　
北
秋
田
市
小
猿
部
地
区（
ど
こ
で
も
）�

内
容
　
15
分
以
上
継
続
し
て
何
ら
か
の

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
人
の「
参
加
率
」を
競

い
ま
す
。農
作
業
で
も
結
構
で
す
。ま
た
、

地
区
の
住
民
以
外
の
方
で
も
人
数
に
加

算
さ
れ
ま
す
。�

報
告
　
地
区
の
住
民
に
は
参
加
カ
ー
ド

が
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、地
区
内

の
各
自
治
会
長
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
　
沢
口
公
民
館
　
a

62-

４
８
２
９�

　
緑
の
募
金
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す�

　
〜
み
ん
な
で
奏
で
る
緑
の
ハ
ー
モ
ニ
ー�

　
緑
の
募
金
は
身
近
な
生
活
環
境
の
緑

化
や
緑
化
思
想
の
普
及
・
啓
発
事
業
等

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
　
農
林
課
林
業
振
興
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

72-

５
２
４
１�

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他�

期
日
　
６
月
３
日（
木
）�

時
間
　
10
時
30
分
〜
14
時
30
分�

場
所
　
阿
仁
マ
タ
ギ
駅
周
辺�

参
加
費
　
１
０
０
０
円�

申
込
締
切
　
５
月
21
日（
金
）�

※
詳
細
は
申
込
者
に
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。内
陸
線
利
用
の
予
定
で
す�

　
　
　
健
康
推
進
課�

　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

６
６
６
６�

「
マ
タ
ギ
ウ
オ
ー
ク

マ
タ
ギ
ウ
オ
ー
ク
」 

「
マ
タ
ギ
ウ
オ
ー
ク
」 

問
申

内
陸
線
で
行
く

内
陸
線
で
行
く�

内
陸
線
で
行
く�

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！�

参
加
者
募
集
！�

健
康
標
語

健
康
標
語�

健
康
標
語�

食
の
お
い
し
さ
実
感

　
　
　
　
健
康
の
証
明
こ
こ
か
ら�

食
の
お
い
し
さ
一
杯

　
　
　
　
健
康
の
気
持
一
杯�

　
　
　
　
　
　
津
谷
憲
生（
坊
沢
）

お
知
ら
せ�

問問
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

お
知
ら
せ�

　
前
田
出
張
所
停
電
の
お
知
ら
せ�

　
前
田
出
張
所
で
は
、電
気
工
事
の
た
め
、

次
の
日
時
に
お
い
て
戸
籍
、住
民
票
な

ど
諸
証
明
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。�

　
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

期
日
　
５
月
10
日（
月
）�

停
電
時
間
　
９
時
〜
11
時
30
分�

※
お
急
ぎ
の
方
は
、森
吉
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
で
お
願
い
し
ま
す
。�

　
　
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

72-

３
１
１
１�

　
米
内
沢
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ�

　
米
内
沢
総
合
病
院
で
は
、整
形
外
科

の
外
来
診
療
を
開
始
し
ま
す
。�

開
始
日
　
５
月
19
日（
水
）�

診
療
日
　
毎
週
水
曜
日�

受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
10
時
30
分�

　
　
公
立
米
内
沢
総
合
病
院�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

72-

４
５
０
１�

　
バ
ス
運
行
時
刻�

　
一
部
改
正
の
お
知
ら
せ�

　
市
民
病
院
を
経
由
す
る
合
川
線（
鷹

巣
駅
前
〜
沖
田
面
）の
始
発
便
は
沿
線

の
通
学
に
配
慮
し
、４
月
19
日
か
ら
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

◆
一
部
改
正
の
路
線
　
合
川
線（
沖
田

面
行
き
※
始
発
の
１
便
の
み
改
正
）�

◆
改
正
後
＝
鷹
巣
駅
前（
６
時
52
分
）〜

大
野
台
駅
前（
７
時
８
分
）〜
市
民
病
院

前（
７
時
13
分
）〜
合
川
駅
前（
７
時
23
分
）

〜
杉
山
田（
７
時
46
分
）�

《
改
正
前
＝
鷹
巣
駅
前（
７
時
00
分
）〜

大
野
台
駅
前（
７
時
16
分
）〜
市
民
病
院

前（
７
時
21
分
）〜
合
川
駅
前（
７
時
31
分
）

〜
杉
山
田（
７
時
54
分
）》�

※
記
載
の
な
い
途
中
の
バ
ス
停
に
つ
い

て
も
、改
正
前
の
時
刻
か
ら
８
分
前
へ

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
　
総
合
政
策
課
政
策
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
０
６�

　
　
秋
北
バ
ス(

株)

米
内
沢
営
業
所�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

72-

４
５
５
１�

　
山
菜
取
り
の
事
故
に
注
意
を�

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、た
く
さ
ん
の

山
菜
取
り
愛
好
家
が
山
へ
入
り
ま
す
が
、

道
に
迷
っ
た
り
、ク
マ
に
遭
遇
す
る
な

ど
の
事
故
が
予
想
さ
れ
ま
す
。�

　
当
市
で
も
毎
年
の
よ
う
に
遭
難
事
故

が
発
生
し
、警
察
・
消
防
等
が
出
動
し
て

い
ま
す
。慣
れ
た
山
で
も
、油
断
す
る
と

事
故
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、個
人
の
敷
地
か
ら
山
菜
を
取
っ

て
い
く
な
ど
の
マ
ナ
ー
違
反
な
ど
も
通

報
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。�

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
２
８�

問問

問

「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
」
を
受
け
ま
し
ょ
う�

　
市
で
は
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任

意
接
種
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、肺
炎
の
す
べ
て

を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、１
回
の
接
種
で
感
染
す
る
機
会

の
多
い
肺
炎
球
菌
の
ほ
と
ん
ど
に
対

し
有
効
な
免
疫
が
で
き
、免
疫
持
続
期

間
は
約
５
年
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、か
か
り

つ
け
の
医
師
ま
た
は
予
防
接
種
実
施

医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

■
助
成
対
象
と
な
る
方�

①
北
秋
田
市
に
住
所
を
有
す
る
、接
種

　
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
方�

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
・
肺
・
腎

　
機
能
等
に
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

　
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方�

※
こ
れ
ま
で
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん�

■
助
成
実
施
期
間
　�

　
５
月
１
日
〜
平
成
23
年
１
月
31
日�

■
助
成
金
額�

　
１
人
　
３
０
０
０
円�

■
自
己
負
担
額
　�

　
医
療
機
関
に�

よ
っ
て
接
種
料�

金
が
異
な
り
ま
す
が
、助
成
金
額
を
差

し
引
い
た
額
が
自
己
負
担
額
で
す�

（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）�

■
申
込
み
方
法�

　
左
記
の
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

へ
事
前
に
電
話
予
約
の
う
え
、接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い�

■
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関�

　
北
秋
田
市
民
病
院
／
う
え
だ
ク
リ

ニ
ッ
ク
／
遠
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
児
玉

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
近
藤
医
院
／
佐

々
木
産
婦
人
科
医
院
／
た
む
ら
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
／
津
谷
内
科
／
と
し
ま

医
院
／
奈
良
医
院
／
藤
原
医
院
／
盛

岡
外
科
医
院
／
国
民
健
康
保
険
合
川

診
療
所
／
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
／

市
立
阿
仁
診
療
所
　（
順
不
同
）�

　�　
　
健
康
推
進
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
６
６�

　
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
成
人
の
死
因
の
上
位
を
占
め
て
お
り
、高
齢
の
か
た

に
と
っ
て
は
肺
炎
は
い
ま
だ
に
怖
い
病
気
で
す
。特
に
心
臓
や
呼
吸
器
に
慢
性

疾
患
の
あ
る
か
た
、腎
不
全
、肝
機
能
障
害
、糖
尿
病
の
あ
る
か
た
な
ど
は
肺
炎

な
ど
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
、病
状
も
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問

問
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お・知・ら・せ�

「子ども手当」が平成22年４月から始まりました�

　子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応援するという趣旨で、保護

者に支給するものです。�

子ども手当はどんな制度ですか？�

　　　福祉課こども福祉班　a６２－６６３８�
（受付窓口）　福祉課こども福祉班／合川・森吉・阿仁各総合窓口センター／前田・大阿仁各出張所�

問

■支給対象�

■手当の額�

■支給回数�

■所得制限�

中学生以下の子ども（15歳に達する日以後の最初の３月31日まで）を養育している人�

支給対象となる子ども１人当たり月額１万３千円（平成22年度）�

年３回（６月・10月・２月）前月分までの手当を支給します�

ありません�

申請手続きについて�

▼中学校２年生と３年生を養育している人（※４月下旬
　に必要書類を送付していますので提出願います）�

▼所得制限等により児童手当を平成22年３月31日現在

　受給していなかった人（※こちらから書類等は送付し
　ませんので、窓口にて手続き願います）�

▼児童手当を平成22年３月31日現

　在受給していた人（※４月下旬
　に認定通知を送付しています）�

※公務員の方は勤務先で手続き�
　してください

申請が必要な人� 申請が不要な人�

現在中学生以下�
の子どもを養育�
していますか？�

平成22年３月31�
日現在、児童手�
当を受給してい�
ましたか？�

子ども手当の�
対象外です。

中学校�
２年生�
３年生の�
子どもはいますか？�

子ども手当の�
対象です。�
申請の必要は�
ありません。�

はい はい

はい

いいえ

いいえいいえ

▼平成22年５月14日（金）まで受付した分は
　６月の定期払いで支払いします。それ以降
　の受付分は随時払いにて対応します。�
▼平成22年９月30日（木）まで提出した方は、
　４月分からの支給となります。それ以降の
　提出は、提出した翌月からの支給となりま
　すのでご注意ください。�

あなたは申請が必要？�あなたは申請が必要？�

子ども手当の�
対象です。�
『認定請求書』の�
提出が必要です。�

子ども手当の�
対象です。�
『額改定請求書』の�
提出が必要です。�

◎平成22年４月１日以降に子どもが生まれた人または転入した人で、子ども手当の対象となる�
人は、出生届・転入届の際に申請してください（この場合は９月30日までの猶予は該当しません）�

申請に必要なもの�

『認定請求書』�
『額改定請求書』の提出について�

◆認定請求書…印鑑、健康保険証の写し�
　（国民年金加入の方は、写し不要です）�
◆額改定請求書…印鑑�
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

お
知
ら
せ�

　
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
国
で
は
、エ
コ
住
宅
を
新
築
又
は
エ

コ
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
方
に
対
し
て
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
ま
す
。上
限
は

30
万
ポ
イ
ン
ト
。�

　
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、家

電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
と
同
様
に
こ
れ
を
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
商
品
等
と
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
　
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局�

　
　
　
a

０
５
７
０-

０
６
４-
７
１
７�

　
秋
田
県
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業�

　
県
で
は
、住
宅
を
建
設
又
は
購
入
さ

れ
る
方
に
対
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

内
容
　
住
宅
ロ
ー
ン
融
資
額
の
当
初
５

年
分
の
利
子
相
当
額
の
１
／
２（
80
万

円
を
限
度
）�

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課�

　
　
　 

　
　
　
　
　
a

63-

２
５
３
１�

　
秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業�

　
県
で
は
、住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
を
行
う
方
に
対
し
て
工
事
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。�

内
容
　
住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事（
50
万
円
以
上
）の
工
事
費
の
10
％

（
20
万
円
を
限
度
）�

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課�

　
　
　 

　
　
　
　
　
a

63-

２
５
３
１�

�

　
第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙�

　
啓
発
標
語
大
募
集
!!

　
秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、第

22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
啓
発
標

語
を
募
集
し
ま
す
。�

応
募
資
格
　
秋
田
県
内
在
住
の
方（
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
）�

応
募
方
法
　
郵
便
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い（
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
）／
標
語
の
ほ
か
、住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
も
）、年
齢
、電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い�

募
集
期
間
　
５
月
７
日（
金
）ま
で�

表
彰
　
最
優
秀
賞（
賞
状
・
副
賞
２
万
円

相
当
）／
佳
作（
賞
状
・
副
賞
５
千
円
相
当
） �

／
特
別
賞（
賞
状
・
副
賞
５
千
円
相
当
）�

　
　
　
〒
０
１
８-

８
５
７
０
　
秋
田
市

山
王
４-
１-

１
　
秋
田
県
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
　�

　
　
　
a

０
１
８-

８
６
０-

１
１
５
０�

Ｅ
メ
ー
ル
　sen

kan
@
pref.akita.lg.jp�

　
障
が
い
者
ハ
ー
ト
交
流
会�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
障
害
の
あ
る
方

へ
相
談
支
援
を
広
く
行
う
た
め
、出
張

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。�

期
日
　
５
月
13
日（
木
）�

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時�

場
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
相
談
支
援
専
門
員
と
市
福
祉
課

担
当
が
相
談
や
諸
問
題
へ
対
応
し
ま
す�

　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
３
７�

問問 問

申

問

平成22年度　北秋田市提案公募型特産品活性化推進事業�

◆事業の目的�

　本市の原材料等を活かし、意欲がある団体若しく

は個人の創意工夫、異業種との連携等を通しての魅

力ある特産品の創出及びその他地域振興が期待で

きる事業提案を広く公募し、その事業の展開を支援

することにより、本市の地域活性化を図る。�

◆事業実施期間　平成23年３月31日（木）まで�

◆申請期日　　　平成22年５月10日（月）から�

　　　　　　　　平成22年６月30日（水）まで�

◆申請書類　　事業認定申請書／事業計画書／事

　業収支予算書／その他�

◆補助対象経費�

　新規特産品開発、既存特産品の改良に係る費用

　謝金／旅費／研究開発費（原材料費・機械装置等

　整備費・借上料・外注加工費・試験調査手数料等）

　／事務費（印刷製 本費・通信運搬費・調査研究費・

　広告宣伝費・消耗品費・パッケージ等のデザイン

　料）／委託費／その他市長が認める経費�

◆補助率　　　　補助対象経費の1/2�

◆補助金上限額　５０万円�

◆プレゼンテーション審査�

　審 査 日：平成22年７月中旬�

　審査場所：市役所森吉庁舎２階大会議室�

　審 査 員：北秋田市特産品推奨認定委員�

◆お問い合わせ�

　商工観光課商工労働班　a72－3112 　72－3226

認
定
を
受
け
た
特
産
品

の
成
果
報
告
会
の
様
子

▼

魅力ある特産品の開発等に助成します�

問
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お・知・ら・せ�

　
北
秋
田
地
区
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室�

期
日
　
６
月
16
日（
水
）�

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分�

場
所
　
鷹
巣
体
育
館�

対
象
者
　
北
秋
田
地
区
に
在
住
、在
宅

の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者�

参
加
費
　
無
料（
保
険
は
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
で
加
入
し
ま
す
）�

実
施
種
目
　
卓
球
バ
レ
ー
、フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク�

参
加
申
込
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送
可
）�

参
加
締
切
　
６
月
９
日（
水
）ま
で�

　
　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
３
７�

　
身
体
障
害
者（
聴
覚
）巡
回
相
談�

　
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
方
の
身

体
障
害
者
手
帳
交
付
や
、
等
級
変
更
に

関
す
る
医
師
の
診
断
、
補
聴
器
交
付
に

関
す
る
診
断
を
行
い
ま
す
。�

期
日
　
６
月
７
日
（
月
）�

時
間
　
９
時
〜
11
時
30
分�

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー
　�

　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

６
６
３
７�

　
秋
田
県
育
英
会
の
奨
学
生
募
集�

資
格
　
平
成
22
年
４
月
に
文
部
科
学
省

所
管
の
大
学
、短
期
大
学
に
入
学
し
、１

年
に
在
籍
し
て
い
る
者
／
他
４
項
目
の

応
募
資
格
を
満
た
し
て
い
る
者�

申
込
期
間
　
５
月
６
日（
木
）〜
５
月
24

日（
月
）※
当
会
必
着�

募
集
人
数
　
30
人�

貸
与
額
　
５
万
円（
月
額
）�

貸
与
期
間
　
在
学
す
る
大
学（
短
大
）正

規
の
最
短
修
業
年
限�

返
還
期
間
　
貸
与
期
間
の
３
倍
の
期
間

（
無
利
息
で
す
が
、正
当
な
理
由
が
な
く

返
還
さ
れ
な
い
場
合
は
、延
滞
利
息
が

課
さ
れ
ま
す
）�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い�

　
　(

財)

秋
田
県
育
英
会�

　
　
　
a

０
１
８-

８
６
７-

２
３
１
１

　
奥
森
吉
で
ブ
ナ
植
樹
参
加
者
募
集
！�

　
秋
田
県
で
は
、森
吉
山
の
東
側
に
広

が
る
旧
ノ
ロ
川
牧
場
を
ク
マ
ゲ
ラ
の
棲

め
る
森
に
再
生
し
て
い
く
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。�

　
５
月
に
そ
の
一
環
と
し
て
の
植
樹
イ

ベ
ン
ト
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

▼
森
吉
山
麓
高
原
森
林
再
生
事
業�

　
か
つ
て
の
ブ
ナ
林
の
再
生
を
目
指
し

て
、原
野
に
ブ
ナ
の
植
樹
を
行
い
ま
す�

期
日
　
５
月
30
日（
日
）�

時
間
　
９
時
30
分
〜
12
時�

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
基
地（
現
地

集
合
）�

内
容
　
ブ
ナ
の
植
樹�

申
込
先
　
森
吉
山
の
自
然
を
守
る
会
・

藤
本
氏《
a

66-

２
８
１
１
》に
、５
月
19

日（
水
）ま
で
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い�

そ
の
他
　
当
日
は
唐
鍬
・
ス
コ
ッ
プ（
お

持
ち
の
方
）は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、傷
害
保
険
料
・
資
材
費
と
し
て
１
人

２
０
０
円
の
参
加
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ�

　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
０ 

in
奥
森
吉�

　
毎
年
５
月
22
日
は
、国
連
が
定
め
た「
国

際
生
物
多
様
性
の
日
」で
あ
り
、グ
リ
ー

ン
ウ
ェ
イ
ブ
は
そ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
す
。�

　
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
は
、世
界
各
地

の
青
少
年
の
手
で
植
樹
等
を
行
う
も
の

で
、そ
の
一
環
の「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ

２
０
１
０
in
奥
森
吉
」は
、植
樹
等
を
通

し
て
森
吉
山
麓
の
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
触
れ
ま
す
。�

期
日
　
５
月
29
日（
土
）�

時
間
　
10
時
〜
14
時
30
分�

場
所
　
秋
田
県
青
少
年
野
外
活
動
基
地

（
現
地
集
合
）�

内
容
　
ブ
ナ
の
植
樹
、ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
、

新
緑
の
自
然
散
策
等（
予
定
）�

定
員
　
40
人（
５
月
19
日
締
切
で
先
着

順
で
す
）�

申
込
先
　
秋
田
県
森
林
整
備
課（
担
当

藤
原
）
a

０
１
８-

８
６
０-

１
７
５
０�

そ
の
他
　
傷
害
保
険
、お
昼
用
の
食
材

費
と
し
て
１
人
３
０
０
円
の
参
加
料
を

い
た
だ
き
ま
す
。�

　
　
秋
田
県
森
林
整
備
課�

　
　
　
a

０
１
８-

８
６
０-

１
７
５
０�

��

問

申

問問

　老齢基礎年金に上乗せして受けられる 国民年金基金に加入して年金を増やしませんか！�
　自営業等の皆さんが、ゆとりをもって老後を安心して過ごしていただけるようにとの趣旨で設けられた公的

な年金制度です。公的な年金制度ならではの税制上の特典も多く、是非ご検討してみてはいかがでしょうか。�

　★こんなに有利で特典がある国民年金基金★�
　　○自営業等の方もサラリーマンなみの老後保障 　○受け取る年金は、「公的年金等控除」が適用

　　○払込みの掛金は一定で、全額「社会保険料控除」　○ご要望にお応えできる年金設計�

　　秋田県国民年金基金　a0120-65-4192�

　　〒010-0001　秋田市中通１丁目４－32　秋田センタービル５階　�

　　※詳細はホームページ（http://www.akita-kikin.or . jp）をご覧下さい�

問

問
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

お
知
ら
せ�

�

　「
人
権
の
日
」期
間
・
特
設
相
談
所�

▼
場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

　
期
日
　
６
月
３
日（
木
）�

▼
場
所
　
合
川
老
人
憩
い
の
家
こ
と
ぶ
き
荘�

　
期
日
　
６
月
３
日（
木
）�

▼
場
所
　
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー�

　
期
日
　
６
月
４
日（
金
）�

▼
場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
期
日
　
６
月
８
日（
火
）�

◎
特
設
相
談
所
の
開
設
時
間
は
、い
ず

れ
も
10
時
か
ら
15
時
で
す�

※
６
月
６
日（
日
）の「
ふ
る
さ
と
踊
り

と
餅
っ
こ
祭
り
」で
は
、人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
街
頭
啓
発
を
予
定
し
て
い
ま
す�

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
２
８�

　
米
代
川
水
防
演
習
の
実
施�

　
米
代
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
出

水
に
備
え
、水
防
技
術
の
向
上
及
び
関

係
機
関
の
連
携
や
水
防
体
制
の
強
化
を

図
り
、水
害
の
未
然
防
止
ま
た
は
軽
減

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。�

期
日
　
５
月
29
日（
土
）�

時
間
　
８
時
30
分
〜
12
時
30
分�

場
所
　
能
代
市
字
中
嶋
地
先（
米
代
川

左
岸
６
・
５
㎞
付
近
）�

規
模
　
約
３
０
０
０
人（
見
学
等
含
む
）�

参
加
団
体
　
米
代
川
流
域
９
市
町
村
、

消
防
関
係
、秋
田
県
、国
土
交
通
省
東
北

地
方
整
備
局�

　
　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所�

　
　
　
　
a

０
１
８
５-

70-

１
０
０
１�

　
道
路
の
異
状
を
発
見
し
た
ら

　
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
９
１
０

　
国
が
管
理
す
る
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、こ
れ
ま
で
１
日
１
回
の
実
施
で
し

た
が
、道
路
の
維
持
管
理
予
算
の
減
少

に
よ
り
４
月
か
ら
２
日
に
１
回
の
頻
度

で
実
施
す
る
こ
と
に
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、落
下
物
、穴
ぼ
こ
等
の

発
見
や
処
理
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り
、安

全
な
道
路
通
行
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、道
路
利
用
者
の
皆
様
か

ら
の
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。�

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
　「
♯
９
９
１
０
」�

　（
24
時
間
受
付
、通
話
料
は
無
料
で
す
）�

　
　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所�

　
　
　
　
a

０
１
８
５-

70-

１
２
７
５�

問

一般競争入札で�
市有財産を売却します�

一般競争入札で応募のなかった�
市有財産を先着順で売却します�

　一般競争入札を実施し、応募のなかった物件については、先

着順で随時売却します。詳細については、市ホームページをご

覧になるか、担当課までお問い合わせください。�

■売却する物件（土地）※すべて宅地�

　①北秋田市八幡岱新田字林岱85番６ （450.08㎡） 135万 240円�

　②北秋田市八幡岱新田字林岱85番７ （496.72㎡） 134万1144円�

　③北秋田市上杉字金沢51番８ （382.05㎡） 229万2300円�

　④北秋田市上杉字金沢51番12 （376.29㎡） 225万7740円�

　⑤北秋田市上杉字金沢51番16 （362.68㎡） 217万6080円�

　⑥北秋田市上杉字金沢57番63 （435.05㎡） 261万 300円�

　⑦北秋田市川井字松石殿１番471  （449.54㎡） 269万7240円�

　⑧北秋田市川井字松石殿１番472 （447.74㎡） 268万6440円�

　⑨北秋田市川井字松石殿１番473  （448.13㎡） 268万8780円�

　⑩北秋田市川井字松石殿１番476 （447.93㎡） 268万7580円�

　⑪北秋田市川井字松石殿１番477 （447.74㎡） 268万6440円�

　⑫北秋田市綴子字前野168番12 （844.16㎡） 624万6784円�

　　　財政課管財班　a62-6603

　市が所有する財産を一般�

競争入札で売却します。�

①土地�

　北秋田市木戸石字山ノ下118番１�
　　　　　　　　　　　宅地（447.91㎡）�
　最低売却価格…197万2812円�

②土地建物�

〈土地〉北秋田市米内沢字田ノ沢19番９
　　　　　　　　　　宅地（398.35㎡）�

〈建物〉木造平屋建《平成15年建築》　�
　　　　　　　　　 床面積（81.15㎡）�
　最低売却価格…696万円�

③車両�

　▼ＴＣＭショベル・ローダ�
　　　　　　　　 型式…45（昭和51年式）�
　　最低売却価格…７万4298円�

　▼日野レインボー（バス）�
　　　　  型式…P-RR192DA（平成１年式）�
　　最低売却価格…４万9140円�

【入札参加受付】※土日を除く�

　①②…５月６日（木）～５月31日（月）�

　③……５月６日（木）～５月14日（金）�

　時間　８時30分～17時15分（土・日除く）�

【入札会】�

　①②…日時　６月２日（水） 10時～�

　③……日時　５月17日（月） 11時～　�

　　　　場所　市役所３階 大会議室�

　　財政課管財班 a62-6603問 問

問

問
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お・知・ら・せ�

①南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13-2�

　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし�

　月　額　9,200円～23,000円　※６戸募集�

②南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2�

　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし�

　月　額　11,700円～22,900円　※2戸募集�

③上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★�

　木造２階２戸建　３ＬＤＫ�

　月　額　16,400円～24,500円�

④東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1�

　簡易耐火２階建　２ＤＫ�

　月　額　10,500円～15,700円�

⑤林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★�

　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし�

　月　額　10,400円～15,400円�

⑥畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147�

　木造平屋長屋建　１ＬＤＫ�

　月　額　19,400円～38,200円�

⑦サンコーポラスなかたい住宅�

　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1�

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ�

　月　額　43,100円　共益費　800円�

　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ）�

〔募集戸数〕　各階１戸（２階を除く）�

※★印の住宅は単身入居不可です�

※南鷹巣団地平屋建およびサンコーポラス

なかたい住宅の１階には、加齢や身体の障

害等により階段の昇降に支障がある方の入

居に限ります�

【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）�

【入居資格】�

・収入基準を満たすこと�

・住宅に困窮していることが明らかなこと�

・公租公課を滞納していないこと�

【募集期間】　５月６日（木）～17日（月）土日除く�

【申込み先】　都市計画課／総合窓口課／合

川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター�

市営住宅�
入居者募集�

【現地案内】�

　日時　５月７日（金）又は10日（月）�

　▽森吉地区  9:00～　▽阿仁地区11:00～�

　▽鷹巣地区13:30～　▽合川地区15:30～�

問 都市計画課 建築住宅班　a72-5246

洪水・土砂災害�洪水・土砂災害�洪水・土砂災害�
ハザードマップ�ハザードマップ�ハザードマップ�

北
秋
田
市�

を作成�を作成�
しましたしました��しました�

　市では、市民の皆さんに水害に�

関する情報を提供し、事前の備え�

に役立てていただくこと等を目的�

に、「北秋田市洪水・土砂災害ハ�

ザードマップ」を作成しました。�

　米代川、阿仁川、小阿仁川、小猿部川、綴子川が大雨に

よりはん濫した場合、浸水の予想される区域や浸水の程

度、避難などの情報を記載しました。�

　　　《今月号の広報と一緒に配布しています》�

　このハザードマップをご活用いただき、いざという時

に備えて自宅周辺の地理や避難するところの位置を確

認し、家族で避難時の行動を話し合っておくなど、日頃

からの備えをお願いします。�

※ハザードマップは、市のホームページでも公開してい

ます（ http: //www.ci ty.k i taaki ta.aki ta. jp/  ）�

　　総務課総務班　a62-1111

問

　秋田地方気象台では、平成22年�

５月頃から、気象警報・注意報を市�

町村を対象として発表します。�

　例えば、北秋田市に災害発生の�

おそれがある場合、これまでは、�

北秋田市を含む「秋田県」、「内陸」、あるいは「北秋鹿角地

域」に対して警報・注意報を発表していますが、平成22年

５月頃からは、「北秋田市」を明示して発表します。�

　なお、テレビやラジオなどで大雨や洪水などの警報

が放送されるときは、画面に表示できる文字数や読み

上げ可能な文章の範囲内で伝える必要があるため、こ

れまでどおりの地域名で放送される場合があります。�

　市町村ごとの気象警報・注意報の詳細な内容は、気

象庁ホームページ（ http: //www.jma.go. jp/  ）や�

国土交通省防災情報提供センターの携帯電話サイト�

（ http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html ）

に掲載する予定です。�

　　秋田地方気象台防災業務課　a018-864-3955

大雨などの気象警報を�
　　市町村ごとに発表します�
大雨などの気象警報を�
　　市町村ごとに発表します�

問
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�

　
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
３
月
》�

▽
慶
弔
費
９
万
０
０
０
０
円（
５
件
）�

▽
会
　
費
６
万
２
１
５
４
円（
12
件
）�

▽
そ
の
他
８
万
０
０
０
０
円（
２
件
）�

▽
合
　
計
23
万
２
１
５
４
円（
19
件
）�

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。�

　
入
札
結
果
の
公
表《
３
月
》�

　《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》�

▼
林
道
施
設
災
害
復
旧
工
事
も
り
よ
し
線

１
号
箇
所
／
４
６
７
万
２
５
０
０
円
／
秋

田
土
建（
株
）▼
林
道
施
設
災
害
復
旧
工
事

馬
見
長
根
線
１
号
箇
所
／
４
６
６
万
２
０

０
０
円
／（
有
）阿
仁
土
建
▼
林
道
施
設
災

害
復
旧
工
事
宝
附
線
１
号
箇
所
／
２
４
７

８
万
円
／（
株
）松
岡
組
▼
道
路
維
持
工
事

（
市
道
大
野
岱
桂
瀬
線
）／
６
６
１
万
５
０

０
０
円
／（
株
）細
田
組
▼
排
水
維
持
工
事

（
市
道
神
成
舟
場
線
）／
４
０
８
万
４
５
０

０
円
／（
有
）吉
勝
組
▼
排
水
維
持
工
事（
市

道
八
幡
森
線
）／
５
９
８
万
５
０
０
０
円

／（
有
）庄
栄
組
▼
河
川
災
害
復
旧
工
事（
準

用
河
川
大
堤
川
左
右
岸
）／
２
８
３
万
５

０
０
０
円
／（
有
）畠
山
重
機
工
業
▼
河
川

災
害
復
旧
工
事（
準
用
河
川
東
又
川
左
岸
）

／
２
８
５
万
６
０
０
０
円
／（
有
）や
ま
こ

う
▼
河
川
災
害
復
旧
工
事（
普
通
河
川
大

沢
川
右
岸
）／
２
６
５
万
５
４
５
０
円
／

吉
満
組（
有
）▼
道
路
災
害
復
旧
工
事（
一

級
市
道
荒
瀬
川
線
）／
２
８
８
万
７
５
０

０
円
／
山
一
林
業（
株
）▼
道
路
災
害
復
旧

工
事（
二
級
市
道
摩
当
〜
李
岱
線
）／
５
３

０
万
２
５
０
０
円
／（
有
）や
ま
こ
う
▼
道

路
災
害
復
旧
工
事（
二
級
市
道
萱
草
幸
屋

線
）／
３
８
８
万
５
０
０
０
円
／（
有
）鈴

謙
▼
道
路
災
害
復
旧
工
事（
二
級
市
道
幸

屋
線
）／
６
３
０
万
円
／（
有
）阿
仁
土
建

▼
道
路
災
害
復
旧
工
事（
そ
の
他
市
道
前

山
堤
防
線
）／
５
７
０
万
１
５
０
０
円
／

（
有
）千
葉
建
設
▼
道
路
災
害
復
旧
工
事（
そ

の
他
市
道
松
原
〜
岩
谷
線
）／
１
２
０
７

万
５
０
０
０
円
／（
株
）大
川
建
設�

　
４
月
１
日
か
ら
雇
用
保
険
制
度
の

　
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
短
時
間
就
労
者
の
方
、派
遣
労
働
者
の

方
の
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
ま

し
た
。�

適
用
範
囲
　
▼
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み

が
あ
る
こ
と（
旧
制
度
＝
６
ヶ
月
以
上
）�

▼
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以

上
で
あ
る
こ
と（
旧
制
度
＝
同
じ
）�

※
改
正
内
容
は
、厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す�

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

60-

１
５
８
６�

　
機
械
整
備
に
関
す
る
基
本
計
測
測
定
講
習

期
間
　
５
月
20
日（
木
）〜
21
日（
金
）�

時
間
　
９
時
〜
16
時
　
※
講
習
は
２
日
間�

場
所
　
鷹
巣
技
術
専
門
校�

内
容
　
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
、シ
リ
ン
ダ

ー
ゲ
ー
ジ
、サ
ー
キ
ッ
ト
テ
ス
タ
ー
等
基

本
測
定
方
法
等�

対
象
者
　
満
18
歳
以
上
の
企
業
在
職
者�

定
員
　
10
人（
※
先
着
順
）�

受
講
料
　
無
料�

申
込
締
切
　
５
月
10
日（
月
）　�

　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

１
６
２
６�

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29�
30�
31

曜
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

電話番号
62－2882
63－0105
62－7001
62－7001
62－7001
62－1101
62－2882
62－1155
62－2261
63－0515
69－5300
62－1400
78－3161
62－7001
63－2700
60－1055
69－7311
62－1146
82－2351
72－4501
63－0105
62－1101
63－0515
62－2261
62－1155
62－7001
78－3161
63－2700
62－1400
69－7311
60－1055

医 療 機 関 名
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
盛 岡 外 科 医 院
藤 原 医 院
近 藤 医 院
津 谷 内 科
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
毛利整形外科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
国民健康保険合川診療所
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
うえだクリニック
児玉内科クリニック
奈 良 医 院
阿 仁 診 療 所
公立米内沢総合病院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
国民健康保険合川診療所
たむら内科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
児玉内科クリニック
うえだクリニック

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表�夜間�
診療�

（診療時間 午後６：３０～９：００）

の納期限税

固 定 資 産 税　第１期

５月31日まで
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慶
弔
だ
よ
り

３
月
16
日
〜
４
月
15
日
届
出
分

人口と世帯数�

※３月31日現在住民基本台帳による

総人口　37,510人（154人減）

　男　　17,674人（50人減）

　女　　19,836人（104人減）

出　生　22人　転　入　163人

死　亡　60人　転　出　282人

世帯数  14,558世帯（11世帯減）
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竜ヶ森山開き�竜ヶ森山開き�竜ヶ森山開き�

森吉山阿仁側コース�
山開き登山�

森吉山阿仁側コース�
山開き登山�

■期日�６月１日（火）�
集合　10時～東ノ又コース登山口 �
�

■期日�６月１日（火）�
集合　10時～東ノ又コース登山口 �
�※昼食、飲み物、雨具等は各自準備してください�※昼食、飲み物、雨具等は各自準備してください�

■コース�
　ブナ帯キャンプ場－石森－阿仁避難小屋－�
　山頂－阿仁避難小屋－下山－ブナ帯キャンプ場�

■コース�
　ブナ帯キャンプ場－石森－阿仁避難小屋－�
　山頂－阿仁避難小屋－下山－ブナ帯キャンプ場�

■期日�５月30日（日）�
開会式　８時30分～ブナ帯キャンプ場�

■申込締切　５月24日（月）�
※希望される方は、市役所阿仁庁舎７時50分発�
の送迎バスをご利用できます（要申込み・先着25人）�

■期日�５月30日（日）�
開会式　８時30分～ブナ帯キャンプ場�
※昼食、飲み物、雨具等は各自準備してください�※昼食、飲み物、雨具等は各自準備してください�

■申込締切　５月24日（月）�
※希望される方は、市役所阿仁庁舎７時50分発�
の送迎バスをご利用できます（要申込み・先着25人）�

■申込み・お問い合わせ�
　商工観光課 観光振興班　 a７２－５２４３�

■申込み・お問い合わせ�
　商工観光課 観光振興班　 a７２－５２４３�

■お知らせ�
　山開き終了後、比内ベニヤマ荘にて竜ヶ森整備促進協議会
懇親会（会費1,500円）を開催しますので、参加希望の方は申込

みの際にお話しください。（一般参加可能）�

■申込締切　５月26日（水）�
※希望される方は、シルバー人材センター８時30分発の
送迎バスをご利用できます（要申込み）�

■お知らせ�
　山開き終了後、比内ベニヤマ荘にて竜ヶ森整備促進協議会
懇親会（会費1,500円）を開催しますので、参加希望の方は申込

みの際にお話しください。（一般参加可能）�

■申込締切　５月26日（水）�
※希望される方は、シルバー人材センター８時30分発の
送迎バスをご利用できます（要申込み）�

■申込み・お問い合わせ�
　商工観光課 観光振興班　 a７２－５２４３�
■申込み・お問い合わせ�
　商工観光課 観光振興班　 a７２－５２４３�

◎チケット販売中《前売り》�
たまり席（１名様）12,000円〈記念座布団付〉�
マ ス 席（４名様）40,000円〈記念座布団付〉�
い す 席（１名様） 8,000円�
２階Ｓ席（１名様）  8,000円�
２階Ａ席（１名様）  7,000円�

※４歳から入場券�
　が必要です�
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豪
風
、故
郷
に
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旋！ と　き  ８月11日（水）

ところ  北秋田市鷹巣体育館
と　き  ８月11日（水）
ところ  北秋田市鷹巣体育館

ＴＥＬ　0186-62-4012   ＦＡＸ　0186-62-5540
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